
ア
ン
ジ
ェ
イ
・
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ

工

フ
ス
キ
の
国
家
改
革
論

102 （568）

小

山

哲

【
要
約
】
　
一
六
世
紀
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
人
文
主
義
者
、
ア
ン
ジ
ェ
イ
・
ブ
リ
チ
a
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
は
、
そ
の
一
連
の
政
治
的
著
作
に
よ
っ
て
、
成
立
期

の
シ
ュ
ラ
フ
タ
共
和
政
に
対
す
る
厳
し
い
批
判
を
展
開
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
批
判
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
、
研
究
史
上
必
ず
し
も
見
解
の
一
致
を
見
て
い

な
い
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
て
本
稿
で
は
彼
の
シ
ュ
ラ
フ
タ
観
に
焦
点
を
定
め
、
ま
ず
初
期
の
演
説
に
お
け
る
シ
ュ
ラ
フ
タ
批
判
、
及
び
主
著
『
国
家
改
革

論
』
に
お
け
る
法
制
改
革
構
想
の
検
討
を
通
じ
て
彼
の
国
塚
像
を
分
析
し
た
。
次
い
で
、
改
革
論
の
中
で
シ
ュ
ラ
フ
タ
身
分
に
与
え
ら
れ
た
地
位
が
一
六

世
紀
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
の
現
実
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
彼
の
多
寡
改
革
論
が
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
突
出
に
よ
っ

て
脅
か
さ
れ
た
諸
身
分
間
の
社
会
的
調
和
を
回
復
す
る
た
め
に
、
当
時
の
社
会
に
存
在
す
る
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
独
占
的
支
配
の
及
ん
で
い
な
い
領
域
を
制
度

化
し
て
国
家
機
構
の
内
部
に
組
み
込
み
、
国
家
の
統
合
機
能
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
六
九
巻
四
号
　
一
九
八
六
年
七
月

一
’

は
　
じ
　
め
　
に

　
「
史
家
た
ち
の
書
き
遺
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ペ
ル
シ
ア
の
帝
国
は
隷
属
が
過
ぎ
て
滅
び
、
ア
テ
ナ
イ
は
自
由
が
過
ぎ
て
滅
ん
だ
。
我
々
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

も
と
で
は
、
平
民
は
限
度
を
越
え
て
隷
属
に
苦
し
み
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
は
火
幅
な
自
由
の
た
め
に
あ
ま
り
に
傲
慢
で
あ
る
」
（
H
H
①
圃
）
。
ア
ン
ジ
ェ

イ
・
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
諺
巳
嵩
£
司
蔓
o
N
竃
。
α
嵩
。
≦
。
。
貯
ズ
　
五
〇
三
世
一
七
二
）
は
、
そ
の
主
著
『
国
家
改
革
論
五
巻
』
（
G
o
§
睾
§
㌣

鮎
ミ
ざ
ミ
§
§
肉
愚
§
ミ
騎
馬
や
蕊
ミ
ミ
§
§
§
蕊
餐
§
喚
§
（
＝
ユ
五
一
年
ク
ラ
ク
フ
刊
／
一
五
五
四
年
バ
ー
ゼ
ル
刊
）
の
中
で
、
国
家
滅
亡
へ
の
危

機
感
を
こ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
こ
の
一
六
世
紀
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
代
表
す
る
人
文
主
義
者
は
、
二
世
紀
後
の
悲
劇
を
早
く
も
予
感
し
て
い
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②

る
か
の
如
く
で
あ
る
。
そ
の
後
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
曲
折
に
満
ち
た
歴
史
を
知
る
読
者
が
、
彼
の
透
徹
し
た
議
論
の
中
に
民
族
の
運
命
の
予
言
者

の
姿
を
博
い
出
し
た
と
し
て
も
無
理
は
な
い
。
今
日
に
至
る
ま
で
、
ブ
リ
チ
聾
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
を
め
ぐ
っ
て
大
量
の
言
説
が
生
み
出
さ
れ
て

　
　
③

き
た
が
、
そ
れ
は
、
こ
の
思
想
家
の
テ
キ
ス
ト
を
取
り
巻
く
歴
史
的
環
境
の
変
化
ー
ポ
！
ラ
ン
ド
国
家
の
一
度
な
ら
ざ
る
減
亡
と
再
生
一

が
、
後
世
の
人
び
と
の
様
々
な
立
場
か
ら
の
読
み
込
み
を
誘
発
し
、
テ
キ
ス
ト
そ
れ
自
体
が
本
来
備
え
て
い
る
生
産
力
を
何
倍
に
も
増
幅
せ
し

め
た
結
果
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
研
究
を
推
進
さ
せ
る
原
動
力
と
な
る
と
同
時
に
、
時
に
は
研
究
者
を
縛
る
姪
桔
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

も
な
り
得
た
事
情
に
つ
い
て
は
、
既
に
別
稿
で
論
じ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
、
国
家
滅
亡
の
危
機
感
に
か
ら
れ
て
筆
を
と
っ
た
ブ
リ
チ
ー

モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
自
身
は
二
世
紀
後
の
祖
国
の
運
命
を
知
る
由
も
な
か
っ
た
と
い
う
至
極
妾
然
の
こ
と
を
と
り
あ
え
ず
確
認
し
て
お
こ
う
。
彼

は
同
時
代
人
の
た
め
に
書
い
た
の
で
あ
り
、
彼
の
議
論
の
意
味
も
、
ま
ず
は
同
時
代
の
文
脈
に
即
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
の

構
想
が
よ
り
大
き
な
射
程
を
持
つ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
歴
史
的
位
禧
を
つ
き
と
め
る
中
か
ら
、
時
代
を
越
え
た
も
の
と
し
て
浮
か
び
あ
が
っ
て

く
る
で
あ
ろ
う
。

　
彼
の
活
躍
し
た
ヤ
ギ
ェ
ゥ
ォ
朝
末
期
は
、
様
々
な
領
域
に
わ
た
っ
て
複
数
の
潮
流
が
入
り
混
じ
り
、
競
合
し
た
時
代
で
あ
る
。
フ
ォ
ル
ヴ
ァ

ル
ク
経
営
の
拡
大
に
支
え
ら
れ
た
「
シ
ュ
ラ
フ
タ
民
主
主
義
」
体
制
と
王
権
と
の
緊
張
を
孕
ん
だ
均
衡
、
「
ル
ブ
リ
ン
舎
同
」
（
一
五
六
九
）
に
至

る
領
土
の
統
合
の
進
展
と
複
舎
民
族
国
家
と
し
て
の
多
元
性
の
増
大
、
宗
教
改
革
の
波
及
と
反
宗
教
改
革
の
巻
き
返
し
、
と
い
っ
た
複
雑
な
社

会
状
況
を
背
景
に
、
こ
の
菓
方
の
地
に
も
ル
ネ
サ
ン
ス
は
開
花
し
た
。
こ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
上
に
所
謂
「
黄
金
の
世
紀
」
が
、
実
際
に
そ
こ
に

生
き
る
者
に
と
っ
て
必
ず
し
も
安
閑
た
る
時
代
で
あ
っ
た
と
も
思
わ
れ
な
い
。
少
く
と
も
ほ
ぼ
世
紀
幕
開
け
に
生
ま
れ
、
ヤ
ギ
ェ
ウ
ォ
朝
の
あ

と
を
追
う
よ
う
に
没
し
た
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
「
鉄
の
時
代
」
に
他
な
ら
な
か
っ
た
（
H
H
b
。
㊤
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
ヴ
ィ
エ
ル
コ
ポ
ル
ス
カ
南
部
の
小
都
市
ヴ
ォ
ル
ブ
シ
ュ
で
郷
長
職
を
世
襲
す
る
小
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
家
に
生
ま
れ
た
彼
は
、
ク
ラ
ク
フ
大
学
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
大
学
で
学
び
、
n
・
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
寓
巴
ρ
昌
。
】
μ
昏
。
コ
や
J
・
ワ
ス
キ
出
質
置
と
い
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
内
外
の
宗
教
改
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

者
と
親
交
を
結
ん
で
、
ヨ
三
巴
ヅ
パ
の
新
し
い
思
潮
に
接
し
た
。
ク
ラ
ク
フ
大
学
を
出
た
後
、
彼
は
主
席
大
司
教
J
・
ワ
ス
キ
（
前
記
同
名
人

103 （569）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

物
の
叔
父
）
の
も
と
に
仕
え
、
ま
た
ポ
ズ
ナ
ニ
司
教
」
・
ラ
タ
ル
ス
キ
い
暮
ρ
二
等
の
公
証
人
と
な
る
。
次
い
で
一
五
四
七
年
に
は
彼
は
国
王

ジ
グ
ム
ン
ト
・
ア
ウ
グ
ス
ト
N
話
B
¢
酵
諺
償
σ
Q
島
け
（
在
位
一
五
四
八
－
七
二
）
の
秘
書
官
に
任
ぜ
ら
れ
、
以
後
何
度
か
外
交
上
の
任
務
に
携
わ
っ

　
　
⑧

て
い
る
。
こ
う
し
て
彼
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
政
情
と
法
律
の
運
用
の
実
際
面
に
通
暁
す
る
と
同
時
に
、
留
学
や
外
交
官
と
し
て
の
仕
事
を
通
じ
て

広
く
西
欧
の
社
会
を
も
見
聞
し
、
視
野
に
収
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
人
文
主
義
的
教
養
だ
け
で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
書
斎
の
外
で
の
具
体
的
経
験
を
も
踏
ま
え
た
彼
の
改
革
論
は
、
そ
の
議
論
の
包
括
性
と
体
系

性
に
お
い
て
注
目
に
値
す
る
の
み
な
ら
ず
、
騎
士
か
ら
農
場
経
営
主
へ
と
転
化
し
な
が
ら
政
治
的
発
言
力
を
強
め
つ
つ
あ
っ
た
シ
ュ
ラ
フ
タ
身

分
に
対
し
て
き
わ
め
て
厳
し
い
批
判
の
矢
を
放
っ
て
い
る
点
で
独
自
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
成
立
期
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
貴
族
共
和
政
の
抱

え
て
い
た
問
題
点
と
可
能
性
が
同
時
代
に
ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
た
か
を
示
す
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
彼
の
『
国
家
改
革

論
』
は
ま
さ
し
く
「
国
家
の
肖
像
」
（
M
・
コ
ロ
ル
コ
）
で
あ
り
、
「
優
れ
た
時
代
の
鏡
」
（
A
・
カ
ヴ
ェ
ツ
カ
ー
グ
リ
チ
・
ー
ヴ
ァ
）
で
あ
る
と
い
え
よ

⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

う
。
し
か
し
、
コ
ロ
ル
コ
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
鏡
は
す
べ
て
を
忠
実
に
映
す
と
は
限
ら
な
い
。
こ
の
思
想
家
の
独
自
の
国
家
観
と
、
一
六

世
紀
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
の
中
で
そ
れ
が
持
ち
得
た
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
彼
の
著
作
の
中
に
示
さ
れ
た
国
家
像
を
内
在
的
に
検

討
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
内
容
を
当
時
の
社
会
状
況
の
中
に
置
き
直
し
て
、
思
想
と
現
実
と
の
対
応
関
係
を
外
在
的
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
但
し
、
彼
の
改
革
構
想
は
き
わ
め
て
多
岐
に
わ
た
る
豊
富
な
内
容
を
含
ん
で
お
り
、
限
ら
れ
た
紙
数
の
中
で
そ
の
意
義
を
論
じ
尽
く
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
議
論
の
手
が
か
り
と
し
て
ブ
リ
チ
匪
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
シ
ュ
ラ
フ
タ
批
判
に
焦
点
を
定
め
る
こ

と
に
し
た
い
。
こ
の
論
点
こ
そ
は
、
彼
の
政
治
思
想
を
貫
く
重
要
な
基
調
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
性
格
規
定
を
め
ぐ
っ
て
、
過
去
の

研
究
者
の
間
に
看
過
し
え
な
い
見
解
の
相
違
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
代
表
的
な
見
解
だ
け
を
挙
げ
て
み
て
も
、

そ
の
批
判
の
主
旨
を
、
階
級
的
利
害
か
ら
相
対
的
に
自
立
し
た
人
文
主
義
者
に
よ
る
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
身
分
的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
批
判
と
と
る
か
（
s
・

　
　
⑫
コ
ッ
ト
）
、
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
表
現
」
と
み
て
初
期
資
本
主
義
的
性
格
と
王
権
強
化
へ
の
志
向
を
読
み
と
る
か
（
一
九
五
〇
年
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
一
連
の
研
究
）
、
「
リ
ア
リ
ズ
ム
を
欠
い
た
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
、
「
過
去
を
向
い
た
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
の
幻
影
」
と
と
ら
え
て
警
察
国
家

104 （570）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

的
側
面
を
強
調
す
る
か
（
α
・
バ
ッ
ク
ヴ
ィ
ス
、
J
・
タ
ズ
ピ
ル
）
に
よ
っ
て
、
彼
の
改
革
論
に
対
す
る
評
価
は
大
き
く
分
れ
て
き
た
。
こ
の
点
を

踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
が
、
彼
の
著
作
活
動
の
出
発
点
と
な
っ
た
初
期
の
演
説
の
中
で
殺
人
刑
罰
法
問
題

及
び
都
市
民
の
土
地
所
有
問
題
と
い
う
個
別
的
な
テ
ー
マ
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な
シ
ュ
ラ
フ
タ
身
分
批
判
を
行
っ
て
い
る
か
を
検
討
す
る
。

次
い
で
主
著
『
国
家
改
革
論
』
に
お
い
て
、
初
期
の
論
点
が
更
に
大
き
な
枠
組
の
中
で
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
か
を
、
主
と
し
て
法
制

改
革
の
面
か
ら
考
察
す
る
。
最
後
に
、
改
革
論
の
中
で
シ
ュ
ラ
フ
タ
身
分
に
与
え
ら
れ
た
地
位
が
、
一
六
世
紀
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
の
現
実
と

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
を
検
討
し
、
ブ
リ
チ
”
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
改
革
論
、
及
び
そ
の
構
想
を
背
後
か
ら
規
定
す
る
国
家
観
に
筆

者
な
り
の
位
置
づ
け
を
与
え
た
い
と
思
う
。

アンジェイ・フリチ＝モドジェフスキの国家改革論（小山）

①
　
本
稿
に
お
け
る
プ
リ
チ
馴
モ
ド
ジ
ニ
フ
ス
キ
の
著
作
か
ら
の
引
用
は
、
原
則
と

　
し
て
〉
．
男
二
〇
貯
ω
冠
O
曾
O
箕
島
”
㊤
馬
蓉
O
§
奮
い
く
O
r
H
I
＜
い
国
O
・
0
9
鉱
ヨ
搾
器

　
開
β
ヨ
餌
【
臥
o
o
ξ
、
≦
碧
ω
葦
毛
騨
”
一
り
㎝
Q
。
肖
㊤
O
ρ
に
よ
る
。
本
文
中
の
括
孤
内
の
ラ
テ

　
ン
数
字
は
巻
数
を
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
頁
数
を
示
す
。
な
お
、
執
筆
に
あ
た
っ
て

　
は
現
代
ボ
ー
ラ
ン
ド
語
訳
版
全
集
〉
・
凋
曙
。
N
該
。
♀
N
o
’
邑
昌
b
§
音
建
い
遣
㍗

　
馬
ミ
馬
月
。
旨
轟
く
℃
妻
㊤
話
N
善
く
ρ
b
一
㊤
鵠
－
α
り
・
を
も
参
照
し
た
〔
以
下
b
ヨ
H
I
＜
と

　
略
す
〕
。

②
　
二
世
紀
後
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
は
次
の
よ
う
な
警
告
を
パ
リ
か
ら
受
け
取
る
こ
と

　
に
な
る
。
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
貴
族
よ
。
貴
族
以
上
の
も
の
で
あ
れ
。
人
間
で
あ
れ
。

　
そ
の
と
き
は
じ
め
て
、
諸
霜
は
幸
福
で
自
由
に
な
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
諸
君
の
同

　
胞
を
鉄
鎖
に
つ
な
い
で
お
く
か
ぎ
り
、
幸
福
で
自
由
で
あ
る
こ
と
を
自
慢
し
な
い

　
が
よ
い
。
」
ジ
ャ
ン
ー
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
統
治
論
」
（
永
見
文
雄

　
訳
）
『
ル
ソ
；
全
集
』
第
五
巻
、
白
水
社
、
一
九
七
九
年
、
三
八
五
頁
。

③
き
ミ
｝
．
恥
＆
㌧
．
慧
爲
ミ
。
へ
㍗
、
無
丙
窮
ミ
㌧
勲
ミ
、
魂
冬
ミ
3
N
。
し
・
声
乙
9
峯
℃
簑
o
N
早
㌣

　
8
毛
貯
じ
導
一
σ
罵
。
σ
q
量
津
。
謄
け
鎚
。
℃
o
冨
鉱
ε
囲
弱
い
．
、
〉
．
H
（
蜜
く
o
o
岸
㌣
O
蔓
。
ド
9
奉
一

　
貯
旦
≦
δ
9
聖
く
1
芝
宥
ω
鮫
㊤
毒
ρ
1
国
目
欝
曾
5
一
㊤
爲
．
〔
以
下
範
ミ
簿
偽
恩
畠
と
略

　
す
〕
に
一
九
五
七
年
ま
で
の
フ
リ
チ
ー
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
島
隠
係
の
文
献
が
網
羅
さ

　
れ
て
い
る
。
五
七
年
以
降
に
つ
い
て
は
さ
し
あ
た
り
｝
。
の
3
ヨ
暫
く
ω
江
㌧
鼠
隷
乱
遷
亀

　
、
鳶
轟
』
§
翫
蕊
§
恥
ミ
鱒
硲
建
9
乱
軸
点
き
、
恥
誉
ミ
3
忠
a
魯
一
〇
。
。
一
”
。
な
。
一
2
高
①
。
。

　
を
参
照
。

④
拙
稿
『
ア
ソ
ジ
ェ
イ
・
プ
リ
チ
”
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
像
の
変
遷
ー
ポ
ー
ラ
ソ

　
ド
・
ル
ネ
サ
ン
ス
政
治
思
想
史
研
究
の
一
側
面
…
…
」
『
西
洋
史
学
』
一
四
〇
（
一

　
九
八
六
）
、
三
八
－
五
二
頁
。

⑤
　
彼
の
出
自
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
は
Q
り
・
穴
。
♂
昏
ミ
§
冷
肉
遣
禽
§
糺
－

　
§
§
防
ミ
。
9
袋
ミ
凶
§
軸
心
媛
ミ
ひ
さ
ぎ
N
ミ
遣
特
。
習
ミ
嫡
建
k
ミ
‘
二
戸
．
H
い

　
穴
円
巴
a
～
一
〇
b
。
も
。
。
〔
以
下
医
王
ミ
§
嵩
と
略
す
〕
。
・
』
蕊
幽
。
。
◎
。
を
参
照
。
　
こ
の
思

　
想
家
の
生
涯
に
つ
い
て
は
こ
の
研
究
が
今
な
お
基
本
的
文
献
で
あ
る
。
そ
の
他
、

　
≦
噸
d
野
馬
’
、
、
U
o
露
。
σ
q
冨
訟
同
曙
。
溝
崔
9
罠
。
毛
。
。
匡
。
σ
q
o
．
．
噌
≦
四
§
ミ
§
鼠

　
句
遷
長
長
§
駄
§
§
毎
こ
憾
§
鳶
｝
｝
ミ
神
ミ
驚
こ
冒
特
需
ミ
薦
o
O
勢
。
§
§
ミ
、
芝
8
？

　
貯
’
く
溶
倉
一
〇
日
倉
〔
以
下
㌔
噛
、
。
ミ
§
ミ
と
略
す
〕
。
。
』
一
㊤
歯
合
嚇
し
⇔
．
穴
。
讐
掛
一
δ
’
養
、

　
§
ミ
§
蕊
ミ
こ
粛
。
篭
§
帖
画
§
計
§
雲
霞
。
・
N
聖
く
2
一
曾
。
。
嚇
。
。
3
＝
δ
壽
互
。
鵠

　
多
望
ω
．
一
学
ω
㎝
を
参
照
。
　
な
お
、
郷
長
≦
ひ
津
（
口
写
く
o
o
即
ε
ω
）
の
職
務
は
住
民
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の
刑
事
・
民
察
事
件
の
裁
判
と
食
二
等
の
価
格
の
設
定
で
あ
り
、
民
衆
の
日
常
生

　
活
に
密
着
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
H
〈
o
鉾
砺
ミ
ミ
ミ
さ
ω
．
這
O
」

⑥
H
ミ
3
ω
梱
b
。
φ
お
ム
O
層

⑦
導
§
b
ω
』
洋
O
●

⑧
奪
ミ
‘
。
。
’
。
。
㌣
。
。
。
。
。

⑨
言
囚
。
δ
野
p
さ
ミ
§
＆
肉
身
“
“
」
§
ミ
題
電
恥
ミ
四
鎖
怨
9
｝
§
譜
§
憶
蝉
恥
ミ
榊

　
を
母
ω
墨
≦
2
δ
刈
◎
◎
”
の
．
O
⑦
…
〉
．
目
聖
く
g
犀
甲
O
蔓
o
N
o
毛
玉
、
．
芝
ω
6
℃
、
、
α
o
“

　
切
馬
ミ
軌
薦
瞬
息
3
堕
く
讃
・

⑩
修
辞
学
上
の
用
語
と
し
て
の
「
鏡
。
・
智
2
ξ
包
」
は
、
理
想
化
さ
れ
た
モ
デ
ル

　
の
昊
示
一
従
っ
て
、
む
し
ろ
「
鑑
」
一
を
意
味
す
る
。
只
。
『
o
臨
ハ
P
愚
尋
ミ
■
℃

　
ω
・
㊤
α
－
の
ρ
応
㊤
H
μ

⑪
　
　
「
我
々
の
國
家
に
改
革
を
要
す
る
慣
習
や
法
が
数
多
く
存
在
す
る
こ
と
は
多
く

　
の
人
び
と
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
私
は
法
に
関
わ
る
部
分
だ
け
で
な
く
国
家
全

　
体
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
望
み
、
そ
れ
ら
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
つ
い
て
私
が
考

　
え
た
こ
と
を
示
し
た
」
（
二
死
。
。
。
）
と
プ
リ
チ
聴
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
は
、
『
国
家
改
革

　
論
』
第
一
巻
の
序
文
で
述
べ
て
い
る
。
コ
ッ
ト
は
『
国
家
改
革
論
隠
の
構
成
を
次

　
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。

世
俗
生
活
霧
蘇
騨
麺
攣
㈱
鍵

　　｛　
　
　
宗
教
生
活
…
…
…
…
…
…
…
…
第
四
巻
「
教
会
論
」

　
　
　
未
来
の
世
代
の
た
め
の
努
力
…
第
五
巻
「
学
校
論
」

　
自
。
．
囚
。
ゴ
§
含
ミ
無
ミ
。
遭
慧
。
ミ
ミ
轟
超
§
ミ
q
ミ
ぎ
奨
馬
篭
N
甚
鳥
越
馬

　
誉
嵐
遷
鼠
霜
、
遣
“
ミ
N
き
職
§
さ
3
緊
邑
a
き
お
一
一
・
〔
以
下
煩
§
な
き
亀
ミ
。
、

亀
§
。
瓠
9
と
略
す
〕
あ
・
8
・

⑫
閑
9
⑦
ミ
曇
§
あ
．
3
－
⑩
ρ
二
《
二
俘
＝
。
。
」
O
・
。
8
峯
蒔

⑬
閑
●
い
・
窟
陰
触
、
．
N
鑓
σ
q
a
三
巴
達
。
g
。
α
q
h
一
〉
鼠
巳
N
。
扁
9
男
『
冤
。
N
ゆ
竃
。
二
『
N
。
≦
圏

　
。
・
ξ
。
σ
q
。
”
．
㌧
§
ミ
、
ミ
｝
§
韓
§
蔓
竜
§
①
O
（
δ
駅
G
。
y
ω
」
お
口
峯
O
㎞
轡
・
囚
信
同
身
，

　
冨
。
冨
、
ミ
鴨
9
£
㌶
㌧
ぎ
罵
軸
a
ミ
鼠
蒜
§
軌
ミ
£
o
、
≦
p
富
墨
乏
2
お
紹
い
乏
・

　
〈
o
蓉
㌔
、
三
門
笥
b
§
翫
§
さ
停
戦
£
。
謡
ミ
ぎ
。
黛
§
馬
§
こ
憾
9
袋
ミ
馬
・
≦
鍵
、

　
ω
N
P
毛
二
一
㊤
頓
9

⑭
9
し
づ
p
。
｝
2
歩
．
、
冨
8
ξ
露
け
葺
。
祉
彦
。
診
5
・
。
冨
勺
。
｝
。
σ
q
g
O
。
冨

　
幻
。
塁
一
器
窪
8
・
、
L
費
卜
＄
ミ
。
黛
鵠
斜
ミ
肉
馬
“
ミ
蹄
恥
ミ
§
℃
切
舞
茸
｝
一
〇
。
。
」
一
8
ω
㌧

　
竈
．
δ
ω
凸
O
。
。
こ
■
ゴ
N
σ
ぎ
．
．
タ
ざ
。
q
。
三
。
＝
〈
蔓
曙
。
厚
宜
曼
。
N
㌣
嵐
。
費
N
①
，

　
芝
ω
ξ
①
σ
q
o
、
、
㌧
㌧
遣
偽
曳
ミ
ミ
詮
。
遣
§
§
⑦
蔭
－
ω
（
お
↓
ω
）
も
・
培
ド
詩
心
・

⑮
詳
細
は
前
掲
抽
稿
を
参
照
。
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第
一
章
　
初
期
の
演
説
に
お
け
る
シ
「
［
ラ
フ
タ
批
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲
　
殺
人
者
に
対
す
る
刑
罰
論

　
殺
人
者
に
対
す
る
刑
罰
論
は
、
ブ
リ
チ
”
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
に
と
っ
て
、
デ
ビ
ェ
ー
作
『
ワ
ス
キ
、
或
は
殺
人
に
対
す
る
刑
罰
に
関
す
る
第

蕪
ぴ
．
講
騨
耕
鋤
巽
黙
黙
縫
扉
師
酒
襲
蕪
葛
誕
漉
蜜
執
劉
銀
葉
黙
載



アンジェイ・プリチPtモドジェフスキの国家改革論（小山）

論
』
の
中
で
も
執
拗
に
こ
の
問
題
を
取
り
あ
げ
て
論
じ
直
し
て
い
る
。
彼
が
殺
人
刑
罰
論
に
こ
れ
ほ
ど
固
執
し
た
の
は
何
故
か
。

　
政
治
思
想
が
一
般
に
思
想
家
の
現
状
に
対
す
る
危
機
意
識
と
危
機
克
服
へ
の
理
論
的
模
索
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
ブ
リ
チ
ー

モ
ド
ジ
ニ
フ
ス
キ
に
と
っ
て
克
服
す
べ
き
課
題
は
ど
こ
に
潜
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
冒
頭
で
触
れ
た
彼
の
国
家
滅
亡
へ
の
危
機
感
の
中
味
に

も
う
少
し
立
ち
入
っ
て
み
よ
う
。

　
彼
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
取
り
巻
く
容
易
な
ら
ざ
る
状
況
を
次
の
よ
う
に
描
き
出
す
。
「
至
る
所
に
書
く
不
幸
の
嵐
、
龍
巻
、
暴
風
雨
が
我
々
の

不
安
を
つ
の
ら
せ
て
き
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
東
方
で
は
戦
争
が
我
々
を
脅
か
し
、
西
方
で
は
激
し
い
波
が
沸
き
返
り
、
ど
こ
を
向
い
て
も
安
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

は
な
く
、
至
る
所
か
ら
脅
威
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
」
（
口
り
）
。
し
か
し
危
機
は
外
か
ら
押
し
寄
せ
る
だ
け
で
は
な
い
。
「
加
え
て
罰

せ
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
勝
手
気
儘
が
許
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
国
内
の
不
幸
の
波
が
溢
れ
か
か
っ
て
き
た
9
そ
れ
は
、
も
し
我
々
に
神
の
思
召

し
が
な
け
れ
ば
、
い
か
な
る
力
に
よ
っ
て
も
再
び
河
床
に
導
い
て
抑
え
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
」
（
H
μ
㊤
－
卜
。
O
）
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
国
内
の
混
乱
こ
そ
は
国
家
を
破
滅
に
導
く
原
因
で
あ
る
。
．
な
ぜ
な
ら
ば
、
「
外
敵
の
侵
入
へ
の
道
が
開
か
れ
る
の
は
、
概
し
て
悪

し
き
慣
習
、
残
虐
行
為
、
不
正
そ
の
他
の
国
内
の
悪
弊
に
よ
る
」
（
H
b
。
b
⊃
』
Q
。
）
の
で
あ
り
、
「
い
か
な
る
国
も
、
内
か
ら
病
気
が
予
め
蝕
ん
で
い

な
い
限
り
、
外
か
ら
武
器
を
も
っ
て
征
服
さ
れ
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
」
（
H
H
翻
O
）
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ブ
リ
チ
H
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
に

と
っ
て
国
家
の
存
立
を
脅
か
す
様
々
な
危
機
は
、
突
き
詰
め
て
ゆ
け
ば
国
内
の
不
正
と
無
秩
序
に
帰
着
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
は
人

び
と
の
耳
目
を
ひ
き
つ
け
て
い
た
ト
ル
コ
の
脅
威
そ
れ
自
体
を
論
ず
る
よ
り
も
、
人
目
に
は
触
れ
に
く
い
が
「
国
家
の
組
織
の
奥
深
く
に
隠
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

れ
て
、
静
か
仁
広
が
り
つ
つ
あ
る
も
の
」
に
目
を
向
け
よ
う
と
す
る
。
殺
人
者
に
対
す
る
刑
罰
の
適
用
の
実
態
こ
そ
は
、
国
家
を
内
側
か
ら
蝕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

む
病
弊
を
端
的
に
示
す
例
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

　
殺
人
に
対
す
る
刑
罰
は
、
殺
害
し
た
者
と
殺
害
さ
れ
た
者
の
身
分
的
所
属
に
応
じ
て
刑
罰
が
質
・
事
実
に
異
な
る
点
で
、
当
時
の
ポ
ー
ラ
ン

ド
社
会
の
身
分
制
的
構
造
に
深
く
根
差
し
て
い
た
。
即
ち
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
を
殺
し
た
平
民
は
死
刑
に
処
せ
ら
れ
た
の
に
対
し
、
シ
ュ
ラ
ブ
タ
身

分
に
属
す
る
殺
人
犯
は
一
年
と
六
週
間
の
投
獄
ま
た
は
罰
金
刑
で
済
ま
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
被
殺
害
者
の
身
分
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
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る
べ
き
殺
人
刑
罰
金
σ
Q
ざ
蓄
N
。
N
《
目
ρ
の
額
に
差
が
あ
っ
た
。
そ
の
金
額
は
、
ブ
リ
チ
H
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
が
こ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
い

た
時
期
に
は
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
一
二
〇
グ
ジ
ヴ
ィ
エ
ン
に
対
し
農
民
一
〇
グ
ジ
ヴ
ィ
エ
ン
で
あ
り
、
従
っ
て
シ
ュ
ラ
フ
タ
と
農
民
の
「
生
命
の
値

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

段
」
の
格
差
は
一
二
倍
に
も
及
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
シ
ュ
ラ
フ
タ
は
、
現
行
犯
で
逮
捕
さ
れ
た
場
合
を
除
け
ば
、
「
法
廷
の
判
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

な
し
に
は
投
獄
さ
れ
得
な
い
昌
。
巨
器
B
舞
℃
聖
運
び
9
話
昌
一
。
。
＝
母
①
＜
一
。
甑
9
」
と
い
う
特
権
を
楯
に
し
て
、
往
々
に
し
て
罰
金
の
支
払
い
さ

え
も
免
れ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
制
度
が
殺
人
の
横
行
を
招
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
プ
リ
チ
眼
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
は
そ
の
惨
状
を
次
の
よ
う

に
描
い
て
い
る
。
「
罪
な
き
人
び
と
が
殺
さ
れ
て
い
る
。
剣
が
妻
か
ら
夫
を
、
両
親
か
ら
腕
の
中
の
子
供
を
、
子
供
か
ら
愛
す
る
両
親
を
引
き

裂
く
。
家
の
中
で
も
路
上
で
も
教
会
で
も
、
親
族
の
悲
嘆
と
号
泣
が
絶
え
る
こ
と
は
な
い
。
　
〔
…
…
〕
法
は
踏
み
に
じ
ら
れ
、
暴
力
と
金
銭
が

支
配
し
て
い
る
」
（
H
H
㎝
刈
）
。
し
か
も
、
逮
捕
さ
れ
て
厳
罰
に
服
す
る
の
は
地
位
も
有
力
な
縁
故
も
持
た
な
い
者
ば
か
り
で
あ
る
（
H
H
。
。
O
）
。
ブ

リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
は
死
者
に
成
り
代
わ
っ
て
制
度
上
の
欠
陥
を
放
置
し
て
き
た
統
治
者
の
姿
勢
を
問
い
正
す
。
「
我
々
皆
の
殺
害
の
原

因
は
、
な
か
ん
ず
く
こ
の
国
家
を
統
治
す
る
あ
な
た
方
に
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ぱ
、
神
や
理
性
や
あ
ら
ゆ
る
諸
国
民
が
、
殺
人
犯
を
い
か
に
罰
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

る
べ
き
か
を
あ
な
た
方
に
教
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
な
た
方
は
殺
人
を
死
刑
で
罰
し
て
こ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
（
昌
ミ
）
。

　
こ
の
引
用
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、
殺
人
犯
は
原
則
と
し
て
死
刑
に
処
す
べ
し
、
と
い
う
の
が
彼
の
主
張
で
あ
っ
た
。
そ
の
論
証
に
際
し
て
、

彼
は
主
と
し
て
三
つ
の
側
面
か
ら
現
行
の
殺
人
刑
罰
法
制
度
を
批
判
し
て
い
る
。
第
一
に
現
行
の
殺
人
刑
罰
規
定
が
刑
法
の
体
系
全
体
の
中
に

置
か
れ
た
時
に
示
す
矛
盾
の
指
摘
、
第
二
に
殺
人
に
対
し
て
は
罰
金
刑
は
不
適
で
あ
り
死
刑
こ
そ
妥
当
で
あ
る
と
い
う
主
張
、
第
三
に
刑
罰
に

お
け
る
身
分
間
格
差
の
根
拠
の
薄
弱
さ
の
批
判
で
あ
る
。
以
下
、
彼
の
言
葉
に
即
し
て
そ
の
論
理
を
再
構
成
し
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
窃
盗
に
す
ら
身
分
に
関
わ
り
な
く
死
刑
が
科
さ
れ
得
る
こ
と
を
思
え
ば
、
殺
人
に
対
し
て
罰
金
刑
で
済
ま
さ
れ
る
と
い
う
の
は
奇
妙

な
こ
と
で
あ
る
（
H
H
O
Q
b
◎
ε
ω
Q
◎
）
。
「
お
お
、
何
と
素
晴
し
い
法
律
で
あ
ろ
う
。
泥
棒
は
絞
首
刑
に
処
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
に
、
入
殺
し
は
自
分

の
犯
罪
を
金
で
償
う
の
が
当
然
と
は
」
（
置
り
蔭
）
。
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「
も
し
刑
罰
が
正
当
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
罪
に
相
応
じ
て
い
る
べ
き
で
あ
り
、
罪
に
対
し
て
欠
け
る
と
こ
ろ
の
な
い
償
い
で
あ
る
ほ

ど
に
大
き
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
殺
人
に
対
し
て
は
、
死
刑
に
よ
る
以
外
、
絶
対
に
何
も
の
も
匹
敵
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
な
ぜ
な
ら
ば
、

世
界
中
の
富
を
ひ
と
つ
に
集
め
て
も
神
の
被
造
物
た
る
人
間
の
生
命
に
は
及
ば
な
い
か
ら
で
あ
る
（
H
H
ω
H
）
。

　
更
に
彼
は
、
古
今
の
諸
国
民
の
法
令
を
引
き
あ
い
に
出
し
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
人
を
除
け
ば
、
す
べ
て
の
諸
国
が
殺
人
老
を
死
刑
に
処
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
⑨

る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
目
ω
メ
お
）
。
こ
れ
は
神
の
法
に
照
ら
し
て
正
当
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
聖
書
に
は
「
あ
な
た
が
た
は
死
に
当
る
罪
を
犯

し
た
故
殺
人
の
命
の
あ
が
な
い
し
ろ
を
取
っ
て
は
な
ら
な
い
。
彼
は
必
ず
殺
さ
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
」
〔
民
数
記
三
五
一
三
一
〕
と
あ
る
か

ら
で
あ
る
（
目
浮
り
ω
”
8
・
。
蝸
置
。
。
”
誤
O
）
。

　
倶
し
、
彼
は
す
べ
て
の
殺
人
が
死
刑
に
値
す
る
と
は
考
え
な
か
っ
た
。
犯
罪
を
裁
く
際
に
は
、
犯
行
の
結
果
だ
け
で
な
く
意
図
も
考
慮
す
る

べ
き
で
あ
る
（
H
H
　
Q
o
『
1
冒
ω
o
Q
）
。
意
図
的
殺
人
や
、
殺
意
は
な
く
と
も
傷
害
致
死
の
場
合
は
死
刑
に
処
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
正
当
防
衛

の
た
め
の
不
可
避
の
殺
人
や
偶
然
の
算
入
は
死
刑
に
値
せ
ず
（
H
H
b
の
刈
）
、
し
か
も
殺
人
に
対
す
る
賠
償
は
不
適
切
で
あ
る
か
ら
、
「
全
く
罰
せ
ら

れ
な
い
か
、
或
は
追
放
に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
（
H
H
同
8
）
。

　
従
っ
て
殺
人
に
対
し
て
何
ら
か
の
刑
罰
の
差
を
設
け
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
犯
行
の
原
因
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
身
分
に
よ
る
の
で
は
な
い
。

「
す
べ
て
の
殺
人
犯
が
極
刑
に
処
せ
ら
れ
る
以
上
に
適
切
な
い
か
な
る
刑
罰
を
定
め
得
よ
う
か
。
こ
の
点
で
は
人
び
と
を
身
分
に
よ
っ
て
区
別

す
る
必
要
は
な
い
」
（
H
H
。
。
・
。
）
。
そ
こ
で
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
は
、
刑
罰
の
身
分
差
を
弁
護
す
る
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
幾
つ
か
の
論
拠
を
姐
上

に
載
せ
て
は
反
駁
す
る
。
例
え
ば
、
「
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
あ
る
者
は
、
自
分
た
ち
の
先
祖
が
戦
場
で
血
を
流
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
自
分
た
ち
を
殺

し
た
平
民
は
死
を
も
っ
て
罰
せ
ら
れ
、
平
民
を
殺
し
た
シ
ュ
ラ
フ
タ
は
賠
償
だ
け
で
済
ま
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
言
う
の
が
常
で
あ
る
」

（H

ｨ
圃
）
。
し
か
し
、
過
去
の
戦
争
に
は
シ
ュ
ラ
フ
タ
だ
け
で
な
く
平
民
も
武
器
を
と
っ
て
加
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
戦
場
で
流
さ
れ
た
血
は

シ
ュ
ラ
フ
タ
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
祖
先
の
軍
事
的
貢
献
に
よ
っ
て
刑
罰
の
身
分
差
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
殺

人
に
対
す
る
刑
罰
を
厳
し
く
す
る
こ
と
は
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
が
平
時
に
武
器
を
使
い
こ
な
す
機
会
を
奪
い
、
戦
力
の
低
下
を
も
た
ら
す
、
と
い
う

109 （575）



主
張
が
あ
る
。
し
か
し
、
死
刑
を
科
し
て
い
る
他
の
諸
国
の
軍
事
力
が
劣
る
と
は
言
え
な
い
し
、
定
期
的
に
軍
事
訓
練
を
行
え
ば
済
む
こ
と
で

　
　
　
　
　
⑩

あ
る
（
H
課
二
八
）
。
祖
先
の
定
め
た
法
で
あ
る
か
ら
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
議
論
に
対
し
て
は
、
法
は
状
況
の
変
化
の
た
め
に
や
む
を
え

ず
改
変
す
る
べ
き
こ
と
も
あ
る
、
と
指
摘
し
（
目
H
b
o
蒔
）
、
「
祖
先
の
知
恵
を
口
実
に
慮
ら
の
思
い
あ
が
っ
た
欲
望
を
守
る
と
は
、
何
と
い
う
信
じ

ら
れ
な
い
よ
う
な
ゆ
が
ん
だ
風
習
で
あ
ろ
う
扁
（
H
H
同
b
。
⑤
）
と
弾
劾
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
初
期
の
一
連
の
演
説
の
中
で
、
ブ
リ
チ
”
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
は
、
殺
人
に
対
す
る
刑
罰
の
身
分
間
格
差
を
批
判
し
、
正

当
防
衛
や
偶
然
の
殺
人
を
除
け
ば
、
一
律
に
死
刑
が
科
せ
ら
れ
る
べ
き
こ
と
を
論
証
し
た
。
そ
こ
に
は
、
国
家
の
土
台
を
蝕
む
病
弊
が
シ
ュ
ラ

フ
タ
の
身
分
的
特
権
の
濫
用
と
分
か
ち
難
く
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
認
識
が
、
殺
人
刑
罰
法
と
い
う
特
殊
な
領
域
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
、

既
に
明
確
に
示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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②
　
都
市
罠
の
土
地
所
有
禁
止
決
議
に
対
す
る
批
判

　
し
か
し
な
が
ら
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
身
分
的
特
権
が
殺
人
刑
罰
法
上
の
優
遇
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
以
上
、
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ

の
シ
ュ
ラ
フ
タ
批
判
の
対
象
も
ま
た
、
刑
法
の
領
域
を
越
え
て
広
が
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
一
五
三
八
年
の
ピ
ョ
ー
ト
ル
ク
フ
議
会
は
、
都
市
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

に
よ
る
土
地
の
取
得
禁
止
、
及
び
既
に
土
地
を
所
有
し
て
い
る
都
市
民
に
対
し
て
は
四
年
以
内
に
所
有
地
を
売
却
す
べ
き
こ
と
、
を
決
議
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

更
に
五
年
後
の
ク
ラ
ク
フ
議
会
に
お
い
て
、
国
王
ジ
グ
ム
ン
ト
一
世
（
在
位
一
五
〇
六
－
四
八
）
は
決
議
の
執
行
を
迫
ら
れ
、
こ
れ
を
承
認
し
た
。

プ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
は
、
こ
の
一
五
四
三
年
の
議
会
の
会
期
中
に
『
都
帯
民
か
ら
農
村
の
所
領
を
取
り
上
げ
る
こ
と
を
承
認
す
る
決
議

に
関
し
て
、
迫
遙
し
つ
つ
真
理
を
語
る
者
が
、
元
老
院
の
学
識
あ
る
人
び
と
の
中
で
行
っ
た
演
説
』
O
§
識
。
特
ミ
ミ
ミ
蕊
恥
㌧
ミ
愚
ミ
ミ
ミ
§

§
§
ミ
。
ぎ
§
ぎ
ミ
お
§
。
ミ
§
ミ
§
・
§
駄
・
ミ
§
§
§
ミ
§
讐
聴
・
。
空
夢
§
§
嵩
鼠
§
帖
特
ミ
§
ミ
ミ
ミ
〔
以
下
『
迫
遙
演
説
』
と
略
．

す
〕
を
執
筆
し
、
こ
の
決
議
を
激
し
く
非
難
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
反
都
市
民
立
法
に
関
し
て
は
、
か
つ
て
は
そ
れ
が
土
地
へ
の
投
資
に
よ
る
資
本
の
退
却
を
困
難
に
す
る
点
で
か
え
っ
て
都
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市
の
発
展
に
プ
ラ
ス
の
効
果
を
及
ぼ
す
と
い
う
評
価
（
F
・
ブ
ヤ
ク
じ
d
ε
鉢
）
も
あ
っ
た
が
、
今
日
の
社
会
経
済
史
家
は
、
そ
れ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
都
市
の
発
展
を
抑
制
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
み
な
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
こ
の
演
説
は
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

都
市
民
政
策
を
批
判
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
初
期
資
本
主
義
の
発
展
を
擁
護
す
る
も
の
と
し
て
重
視
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
彼
が
シ
ュ

ラ
フ
タ
の
反
都
市
民
立
法
の
経
済
的
帰
結
を
ど
こ
ま
で
見
抜
い
て
い
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。
彼
は
経
済
的
次
元
に
お
い
て
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ

ら
法
的
・
道
徳
的
次
元
で
議
論
を
進
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
彼
は
、
「
こ
の
法
律
が
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
都
市
民
に
対
す
る
無
慈
悲
と
憎
悪
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
」
（
H
H
一
韻
）
と
指
摘
し
た
う
え
で
、
そ

の
法
的
な
根
拠
を
問
い
正
す
。
合
法
的
に
土
地
を
取
得
し
、
長
年
に
わ
た
っ
て
そ
れ
を
所
有
し
、
実
際
に
そ
の
土
地
を
耕
し
て
き
た
者
か
ら
、

そ
の
所
有
権
を
奪
う
こ
と
は
「
理
性
に
反
し
、
神
と
人
の
法
に
反
す
る
」
（
目
♂
㎝
占
留
）
。
も
し
こ
の
よ
う
な
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
恣
意
的
な
立
法

を
認
め
る
な
ら
ば
、
法
は
「
力
の
強
い
者
が
望
む
だ
け
破
る
こ
と
の
で
き
る
蜘
蛛
の
巣
」
の
如
き
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
（
H
H
日
昭
）
。
理
性
の

支
配
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
君
主
は
藩
主
と
な
り
、
国
家
は
乱
れ
、
党
派
争
い
や
殺
人
が
横
行
す
る
で
あ
ろ
う
。
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ

ス
キ
は
こ
こ
で
ト
ル
コ
に
躁
醐
さ
れ
た
隣
国
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
運
命
を
引
き
あ
い
に
出
す
（
H
H
旨
一
隅
切
○
。
）
。
こ
う
し
て
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
反
都
市
民

立
法
が
国
家
に
と
っ
て
害
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
上
で
、
ブ
リ
チ
”
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
は
、
都
市
民
は
生
ま
れ
が
卑
し
く
、
軍
役

に
服
す
る
の
に
適
さ
な
い
が
ゆ
え
に
土
地
を
持
つ
資
格
が
な
い
、
と
す
る
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
主
張
を
批
判
す
る
。
実
際
に
は
多
く
の
平
民
が
戦
争

で
闘
っ
て
き
た
し
、
「
戦
争
に
お
け
る
能
力
は
、
出
自
や
人
間
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
身
分
に
よ
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
神
の
賜
物
で
あ
る
」

（H

g
♂
・
。
）
。
ま
た
、
シ
ェ
ラ
フ
タ
は
都
市
に
家
を
持
ち
、
都
市
法
に
対
す
る
特
権
を
有
し
、
課
税
を
免
除
さ
れ
た
う
え
、
都
市
の
裁
判
官
職
に

つ
い
た
り
商
売
に
手
を
出
し
て
い
る
者
も
い
る
。
他
方
で
な
に
ゆ
え
都
市
民
は
村
で
農
業
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
（
H
囲
　
円
①
①
1
目
①
『
）
。

こ
う
し
て
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
は
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
決
議
の
根
拠
の
な
さ
を
批
判
し
、
「
根
拠
の
な
い
法
は
そ
も
そ
も
法
で
は
な
い
」
（
冒

δ
㎝
）
こ
と
を
訴
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
演
説
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
点
は
都
市
民
の
土
地
所
有
権
の
擁
護
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
ブ
リ
チ
睦
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
は
、
国

111 （577）



王
が
騎
士
の
叙
任
式
に
お
い
て
述
べ
る
文
句
「
従
士
に
優
る
騎
士
い
団
Φ
℃
・
。
。
・
一
遍
。
器
欝
巳
ω
N
℃
即
づ
。
昏
ρ
」
を
引
い
て
、
出
自
に
よ
る
身
分
と
し

て
の
シ
ュ
ラ
フ
タ
と
有
徳
者
に
与
え
ら
れ
る
騎
士
の
位
を
区
別
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
「
土
地
を
所
有
し
て
い
る
都
市
民
に
シ
ュ
ラ
フ
タ
位

を
授
与
す
る
」
よ
う
提
案
さ
え
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
目
H
　
H
①
q
l
H
⑦
①
　
　
目
①
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M
）
。
ブ
リ
チ
卸
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
シ
ュ
ラ
フ
タ
身
分
に
対
す
る
批
判

の
幸
先
は
、
こ
こ
で
既
に
貴
族
位
の
規
定
の
本
質
に
触
れ
て
い
た
。
こ
の
問
題
は
後
に
『
国
家
改
革
論
』
の
文
脈
の
中
で
も
う
一
度
取
り
上
げ

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

112 （578）

㈲
小

括

　
以
上
に
み
た
よ
う
に
、
初
期
の
演
説
に
お
い
て
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
は
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
他
の
諸
身
分
に
対
す
る
傲
慢
な
態
度
と
恣

意
的
な
特
権
の
行
使
を
、
国
家
を
破
滅
に
導
き
か
ね
な
い
も
の
と
し
て
批
判
し
、
生
命
や
能
力
に
関
す
る
限
り
、
家
柄
や
身
分
に
よ
る
差
別
を

認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
主
張
は
身
分
制
そ
の
も
の
の
否
定
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

「
私
は
諸
身
分
が
区
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
否
認
は
し
な
い
」
（
嵩
8
）
と
彼
は
慎
重
に
自
ら
の
批
判
の
及
ぶ
範
囲
を
限
定
す
る
。
な
る
ほ
ど

殺
人
犯
は
身
分
に
関
わ
り
な
く
死
刑
に
処
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
「
他
の
問
題
に
お
い
て
は
、
富
者
は
貧
者
の
上
に
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
聖

俗
の
役
職
を
獲
得
し
た
り
、
租
税
そ
の
他
の
負
担
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
こ
の
国
に
お
い
て
は
シ
ュ
ラ
フ
タ
が
多
く
の
特
権
を
十

分
野
享
受
す
る
べ
き
で
あ
る
」
（
目
H
ω
b
。
）
。
従
っ
て
プ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
は
一
方
で
身
分
制
の
大
枠
そ
の
も
の
に
は
手
を
つ
け
な
い
よ
う

に
気
を
配
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
他
方
で
彼
は
既
に
見
た
よ
う
に
『
糞
蝿
演
説
』
に
お
い
て
シ
ュ
ラ
フ
タ
身
分
そ
の
も
の
の
存
在
理
由
を
問
う

姿
勢
を
も
示
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
初
期
の
演
説
の
検
討
か
ら
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
の
は
、
身
分
制
を
前
提
と
し
た
「
法

の
前
の
平
等
」
と
い
う
一
見
矛
盾
を
は
ら
ん
だ
主
張
で
あ
る
。
出
発
点
は
こ
こ
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
議
論
は
こ
の
先
、
ど
こ
に
向
か
う
で
あ

ろ
う
か
。
次
に
主
著
『
国
家
改
革
論
』
に
目
を
転
じ
て
、
こ
の
主
張
が
更
に
大
き
な
枠
組
の
中
で
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
か
を
検
討
し

て
み
よ
う
。
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①
↓
・
甫
冤
暑
2
穿
慧
ま
魯
辱
ミ
画
§
§
特
ミ
§
ミ
題
昏
N
”
§
。
ミ
ミ
魯
、
．
ミ
§
藁
－

　
蕊
り
§
馬
ミ
§
ミ
霜
§
蕊
。
・
恥
ミ
零
3
》
霞
β
同
竃
Q
。
噂
ワ
ω
8
■

②
　
前
記
『
第
一
演
説
』
の
他
に
『
殺
人
者
に
対
す
る
鶏
罰
に
関
す
る
第
二
演
説
』

　
O
ミ
、
ご
笥
§
こ
ミ
鶏
§
㌧
ミ
秘
ミ
ぎ
ミ
㌧
簿
ミ
（
一
黛
α
）
、
『
殺
人
老
に
対
す
る
刑
罰
に

　
関
す
る
第
三
演
説
』
O
遷
§
鵯
ミ
§
§
㌧
9
§
ぎ
ミ
帖
昏
ミ
画
一
（
峯
蒔
朝
）
、
『
殺
人

　
者
に
対
す
る
神
の
法
の
軽
視
に
関
す
る
訴
え
を
含
む
第
四
演
説
』
　
愈
鳶
§
貯
§

　
8
ミ
§
S
欺
§
馬
誉
無
恥
歪
軸
ミ
励
N
ミ
雪
ぎ
ミ
ミ
§
物
㌧
ら
琶
ミ
ミ
§
ミ
偽
魚
。
誉
艦
ご

　
臼
ミ
嵐
a
（
嶺
＆
）
、
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
及
び
サ
ル
マ
チ
ア
の
残
り
の
地
域
の
シ
ュ
ラ
フ

　
タ
へ
の
書
簡
』
憩
画
無
ミ
籍
自
織
馬
鷺
ミ
a
㌔
o
ご
§
§
§
§
鶏
Q
窪
§
の
騎
唾
ミ
ミ
帖
§

　
（
嵩
α
㊤
）
〔
以
下
『
シ
ュ
ラ
フ
タ
へ
の
書
簡
』
と
略
す
〕
の
四
篇
。

③
当
躊
、
東
方
で
は
一
五
四
一
年
に
オ
ス
マ
ン
“
ト
ル
コ
が
隣
国
ハ
ン
ガ
リ
…
の

　
首
都
ブ
ダ
を
占
領
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
境
に
追
る
勢
い
を
示
し
て
い
た
。
西
方
で

　
は
プ
ロ
シ
ア
の
宗
主
権
を
め
ぐ
っ
て
神
聖
ロ
ー
マ
帝
困
［
と
の
問
に
緊
張
が
生
じ
た
。

　
プ
リ
チ
睦
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
は
プ
ロ
シ
ア
問
題
の
処
理
の
た
め
に
カ
ー
ル
五
世
の

　
も
と
に
派
避
さ
れ
た
使
節
団
に
加
わ
っ
て
い
る
（
一
五
四
七
i
五
〇
年
）
。
享
こ
層

　
ω
．
○
。
G
Q
p

④
ω
戸
目
舞
き
ゴ
、
ω
置
、
9
心
ミ
智
§
ミ
無
。
遣
帖
ミ
ミ
ミ
心
遣
特
ミ
審
ミ
・
、
一
画
ミ
詫

　
憾
。
識
電
鳥
箋
馬
k
圃
q
画
ミ
罫
N
h
b
8
0
営
H
㌧
囚
3
ま
～
一
Q
。
。
。
9
。
。
．
一
〇
8

⑤
　
こ
の
よ
う
な
プ
リ
チ
ー
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
危
機
意
識
の
構
…
造
は
、
ハ
ン
ガ
リ

　
一
問
題
に
奔
走
し
、
何
度
も
ト
ル
コ
と
の
折
衝
の
場
に
臨
ん
だ
こ
と
の
あ
る
ヒ
エ

　
ロ
ニ
ム
・
ワ
ス
キ
頃
一
〇
脱
○
巳
ヨ
内
器
冠
が
臨
終
の
床
で
「
國
家
の
最
も
重
要
な

　
柱
」
と
し
て
の
殺
人
網
罰
法
に
つ
い
て
語
る
と
い
う
『
第
一
演
説
』
の
舞
台
設
定

　
に
鮮
か
に
定
着
し
て
い
る
。

⑥
　
表
1
参
照
。
…
六
世
紀
末
か
ら
の
農
民
に
対
す
る
殺
人
刑
罰
金
の
上
昇
は
、
農

　
民
の
社
会
的
地
位
の
上
昇
の
た
め
で
は
な
く
、
農
民
の
領
主
へ
の
従
属
が
強
化
さ

　
れ
る
に
つ
れ
て
農
民
が
半
ば
領
主
の
財
産
と
み
な
さ
れ
る
に
至
っ
た
た
め
と
考
え

　
ら
れ
る
。
い
鼠
舞
μ
。
・
港
蓄
罫
§
．
9
瓠
■
払
■
b
。
ω
凸
劇
■

B／A（90）

　　　20

殺人刑罰金額の変化

金 額　　（単位：グジヴィエン）

A．騎　　士（rycerska） IB．農民

表1

40

U0

Q0

P7

R3

U6

6
　
　
3
0
6
1
0
8
　
獅
娼

30

100

30

P5

T0

R0

官職を保有する騎士

通常の騎士

シュラフタ　　　　　　　　　　　　　　　60

下位の騎士（Wlodyka）　　　　　　30

　　（miles　de　sculteto　vel　cmethone）　15

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　120

24e

1252年法規

法規（13世紀）

大ポーランド法（13世紀中葉）

小ポーランド法（13世紀中葉）

1493－1496年憲法

1581年憲法

1588年憲法

1631年憲法

」．　iMatuszewski，　“Gt6xvszczyzna　chtops！〈a

（1964），　s．22．　よりf’F…成o

i　szlachecka”．　Kwartalnih　Histoptyc：ny，　71－1

（579）113



⑦
ω
幽
O
δ
匹
甑
ω
江
」
、
．
い
。
ω
伽
。
く
。
岸
も
。
①
酔
冨
ω
島
。
津
。
ω
℃
o
管
｛
臼
①
ω
ユ
①
冨

8
σ
δ
ω
。
・
⑦
℃
9
8
a
ω
。
．
”
℃
自
知
㌔
ミ
§
鰍
§
霞
ミ
ミ
執
ミ
b
ω
①
（
お
ミ
）
」
℃
」
蕊
．

⑧
　
こ
の
時
期
、
議
会
に
お
い
て
刑
罰
の
強
化
が
何
度
か
議
題
に
の
ぼ
っ
て
い
る
が
、

　
い
ず
れ
も
却
下
さ
れ
て
い
る
。
穴
霞
α
《
ぴ
零
富
㌧
§
■
亀
鳳
．
噛
。
・
．
紐
血
。
。
、
α
メ

⑨
古
代
ロ
ー
マ
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ハ
ン
ガ
リ
～
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、

　
及
び
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
例
と
し
て
タ
タ
…
ル
、
ト
ル
コ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

⑩
　
こ
の
主
張
は
後
に
『
圏
家
改
革
論
』
第
三
巻
「
戦
争
論
」
の
中
で
よ
り
詳
細
な

　
形
で
展
開
さ
れ
る
（
囲
　
悼
蒔
蔭
－
自
切
H
）

⑫
こ
の
時
期
の
一
連
の
反
都
市
厩
立
法
に
つ
い
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は
、
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＆
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。
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第
二
章
　
『
團
家
改
革
論
』
に
お
け
る
改
革
構
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
⇒
法
制
改
革
案

　
法
制
度
の
改
革
構
想
を
中
心
に
『
圏
家
改
革
論
』
に
お
け
る
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
国
家
像
を
検
討
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
初
め
に

彼
の
法
概
念
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
き
た
い
。
彼
は
全
五
巻
か
ら
成
る
『
国
家
改
革
論
』
の
冒
頭
に
「
慣
習
論
扁
を
置
き
、
次
い
で
第
二
巻
に

「
法
律
論
」
を
据
え
て
い
る
が
、
こ
の
配
置
は
人
間
社
会
に
お
け
る
法
の
理
論
上
の
位
捲
付
け
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　
初
期
の
演
説
に
お
い
て
法
の
遵
守
と
厳
格
な
刑
罰
の
適
用
を
主
張
し
た
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
で
は
あ
る
が
、
厳
し
い
法
律
の
網
を
張

り
め
ぐ
ら
し
た
国
家
が
彼
に
と
っ
て
理
想
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
「
国
家
は
慣
習
に
よ
っ
て
最
も
よ
く
i
恐
ら
く
は
法
そ
の

も
の
に
よ
る
よ
り
も
は
る
か
に
よ
く
…
一
統
治
さ
れ
る
」
（
囲
G
Q
G
環
）
と
彼
は
考
え
て
い
た
。
も
し
国
家
の
中
に
純
粋
で
汚
れ
な
き
慣
習
が
支
配
し

て
い
れ
ば
、
法
律
は
不
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
ひ
と
た
び
人
び
と
が
節
度
を
失
い
、
良
き
慣
習
が
失
わ
れ
る
と
、
「
薫
れ
る
川
の
よ
う
な
放
恣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

さ
を
せ
き
と
め
る
た
め
に
」
厳
し
い
法
律
が
必
要
と
な
る
。
法
の
多
寡
は
社
会
状
況
の
良
否
の
指
標
で
あ
る
。
　
「
も
し
あ
る
国
家
に
お
い
て
法
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律
が
数
多
く
且
つ
厳
格
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
人
び
と
の
悪
し
き
教
育
、
　
不
幸
な
性
向
、
日
ご
と
に
大
き
く
な
る
悪
意
を
示
し
て
い

る
」
（
H
δ
b
っ
）
。
従
っ
て
、
ブ
リ
チ
往
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
に
と
っ
て
は
急
ぎ
慣
習
こ
そ
が
第
一
義
な
の
で
あ
り
、
国
家
の
繁
栄
の
最
終
的
な
基
盤

で
あ
る
。
法
に
よ
る
拘
束
は
人
間
社
会
に
お
け
る
理
想
で
は
な
く
、
必
要
悪
に
過
ぎ
な
い
。
彼
が
法
律
を
論
ず
る
に
先
立
っ
て
慣
習
論
に
多
く

の
紙
数
を
費
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
理
論
的
前
提
に
基
づ
い
て
い
る
。

　
し
か
し
、
初
期
の
演
説
の
内
容
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
当
時
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
家
は
慣
習
の
み
で
統
治
さ
れ
る
理
想
国
家
と
は
ほ
ど
遠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

い
状
況
に
あ
っ
た
。
法
制
改
革
論
は
、
こ
の
不
幸
な
現
実
に
即
し
た
実
践
的
要
請
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
。
と
同
時
に
、
倫
理
的
次
元
を
重
視
し

た
彼
の
制
度
改
革
構
想
は
、
法
律
の
網
の
固
に
は
か
か
ら
な
い
よ
う
な
教
育
や
民
衆
の
日
常
生
活
の
領
域
ま
で
を
も
国
家
の
規
制
の
も
と
に
と

り
こ
も
う
と
す
る
傾
向
を
強
く
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。
以
下
、
権
力
の
集
中
と
諸
身
分
間
へ
の
分
配
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
留
意
し
な
が
ら
、
彼
の

改
革
案
を
具
体
的
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
『
国
家
改
革
論
』
に
お
い
て
、
殺
人
刑
罰
法
論
に
お
け
る
主
張
は
法
一
般
に
敷
衛
さ
れ
る
。
彼
は
比
喩
を
用
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
何
を
病
ん
で
い
る
か
病
気
の
種
類
を
知
れ
ば
彼
〔
医
師
〕
に
と
っ
て
は
十
分
な
の
で
あ
っ
て
、
治
療
を
求
め
て
い
る
者
が
領
主
で
あ
る
か
農
奴

で
あ
る
か
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
で
あ
る
か
平
民
で
あ
る
か
は
問
題
で
は
な
い
。
同
様
に
、
法
律
は
犯
罪
春
の
犯
行
を
同
一
の
尺
度
に
よ
っ
て
罰
し
、

等
し
く
万
人
の
利
益
、
平
和
、
安
全
に
つ
い
て
配
慮
す
る
た
め
に
存
在
す
る
」
（
H
H
①
㎝
一
H
O
①
）
。
こ
う
し
て
法
制
度
全
般
に
わ
た
っ
て
法
の
身
分

的
差
異
が
批
判
さ
れ
、
「
法
の
前
の
平
等
」
が
主
張
さ
れ
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
国
内
の
法
体
系
の
統
一
を
も
意
味
し
て
い
た
。
「
ひ
と
り
の
鱈

主
に
服
す
る
す
べ
て
の
人
び
と
に
と
っ
て
同
一
の
法
律
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
同
一
の
魂
が
ひ
と
つ
の
肉
体
の
各
器
官
を
活
気
づ

け
、
動
か
し
、
支
配
す
る
よ
う
に
」
（
H
b
。
8
）
。
　
従
っ
て
当
時
の
ポ
…
ラ
ン
ド
に
お
け
る
複
数
の
地
域
法
の
併
存
も
批
判
の
対
象
と
な
る
。
「
な

ぜ
ヘ
ウ
ム
ノ
法
に
よ
れ
ば
私
に
与
え
ら
れ
る
同
一
の
財
産
が
、
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
法
に
よ
れ
ぽ
私
か
ら
奪
わ
れ
る
の
か
。
な
ぜ
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
に

よ
れ
ば
死
ん
だ
兄
の
財
産
は
彼
の
遺
さ
れ
た
妹
か
ら
奪
わ
れ
る
の
に
、
　
マ
ゾ
フ
シ
ェ
法
に
よ
れ
ば
そ
れ
が
授
与
さ
れ
る
の
か
』
（
H
昏
。
・
。
㎝
）
と
彼

は
問
い
、
「
彼
〔
立
法
者
〕
は
ひ
と
り
の
君
主
の
命
に
服
す
る
す
べ
て
の
地
域
に
同
一
の
法
を
制
定
す
る
よ
う
尽
力
す
る
べ
き
で
あ
る
」
（
H
・
。
・
。
料
）
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と
説
い
た
。

　
し
か
し
既
存
の
法
制
度
の
問
題
点
は
、
法
体
系
の
身
分
差
と
地
域
差
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
か
っ
た
。
立
法
の
あ
り
方
自
体
が
混
乱
を
生
み

だ
し
て
い
た
。
「
古
い
法
が
廃
棄
さ
れ
、
新
し
い
法
が
考
案
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
あ
ま
り
に
多
く
の
法
や
命
令
が
存
在
す
る
の
で
、
す
べ
て

を
理
解
す
る
の
に
十
分
な
勤
勉
さ
と
記
憶
力
を
持
ち
あ
わ
せ
て
い
る
者
は
誰
も
い
な
い
ほ
ど
で
あ
る
偏
（
H
b
o
同
Q
Q
）
。
不
安
定
で
短
命
な
法
律
は
裁

判
の
混
乱
を
引
き
起
こ
す
。
「
し
か
し
、
そ
れ
ら
〔
法
〕
は
永
続
き
せ
ず
、
大
概
、
一
年
も
た
つ
と
廃
止
さ
れ
る
た
め
、
裁
判
に
際
し
て
何
に
主

と
し
て
従
え
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
裁
判
官
た
ち
を
た
い
へ
ん
悩
ま
せ
て
い
る
」
（
さ
ミ
●
）
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
よ

り
確
固
と
し
た
形
で
永
続
的
な
法
典
を
編
纂
す
る
ほ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
で
は
誰
が
そ
れ
を
行
う
べ
き
か
。
「
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
た
び
に
、
も
し
す
べ
て
の
身
分
か
ら
最
も
経
験
の
豊
か
な
人
た
ち
が
選
ば

れ
る
な
ら
ぼ
、
そ
れ
以
上
に
国
家
に
と
っ
て
利
益
と
な
る
こ
と
は
な
い
と
私
に
は
思
わ
れ
る
」
（
さ
ミ
．
）
。
こ
れ
ら
の
人
び
と
は
、
各
国
・
各
時

代
の
様
々
な
法
の
理
論
と
実
際
と
に
通
じ
、
「
外
国
の
慣
習
や
都
市
を
見
聞
し
た
者
」
、
「
あ
ら
ゆ
る
学
芸
に
で
き
る
だ
け
精
通
し
た
者
」
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
が
望
ま
し
い
（
さ
ミ
．
）
。
ブ
リ
チ
艮
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
が
こ
の
「
法
律
委
員
会
」
を
全
身
分
の
経
験
あ
る
人
び
と
か
ら
構
成
し
て
い
る
点
は
重

要
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
「
む
し
ろ
家
産
の
管
理
に
従
事
し
、
お
そ
ら
く
そ
れ
に
加
え
て
多
少
は
裁
判
に
も
た
ず
さ
わ
っ
て
は
い
て
も
、
法
や

あ
ら
ゆ
る
公
正
さ
の
源
泉
が
存
す
る
と
こ
ろ
の
術
を
知
ら
な
い
」
（
さ
ミ
■
）
よ
う
な
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
み
が
立
法
を
行
う
こ
と
へ
の
批
判
が
こ
め
ら

れ
て
い
る
。
立
法
者
の
関
心
は
私
利
私
欲
や
特
定
の
身
分
の
利
害
に
で
は
な
く
、
公
益
に
あ
る
の
で
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
（
H
日
鐙
）
。
従
っ
て

「
我
々
は
ほ
と
ん
ど
毎
年
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
る
こ
の
法
の
改
革
に
関
す
る
心
労
か
ら
シ
ュ
ラ
フ
タ
身
分
の
人
び
と
を
解
放
し
よ
う
。
そ
し

て
、
い
わ
ば
彼
ら
が
従
事
し
、
鍛
練
を
行
う
べ
き
本
職
で
あ
る
戦
争
の
問
題
を
ゆ
だ
ね
よ
う
」
（
H
・
。
回
Φ
）
と
彼
は
提
案
す
る
。

　
但
し
、
立
法
の
際
に
ロ
ー
マ
法
が
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
（
H
・
。
・
。
O
）
だ
け
で
な
く
、
「
法
律
委
員
会
」
そ
の
も
の
が
古
典
古
代
の
立
法
者
に
喩
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、
こ
の
組
織
の
機
能
は
代
議
網
に
よ
る
立
法
機
関
の
そ
れ
で
は
な
く
、
半
永
久
的
な
意
義
を
持
つ
法
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

を
一
回
限
り
編
纂
す
る
こ
と
に
あ
る
。
従
っ
て
法
典
成
立
後
の
状
況
の
変
化
に
伴
っ
て
全
く
新
た
な
法
律
の
欄
定
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
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立
法
権
は
国
王
と
議
会
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
（
H
　
卜
a
O
Φ
1
さ
り
一
〇
）
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
し
て
法
体
系
が
統
一
・
整
備
さ
れ
て
も
、
裁
判
機
構
そ
の
も
の
に
欠
陥
が
あ
っ
た
の
で
は
意
味
が
な
い
。
犯
罪
者
は
、

そ
の
身
分
に
関
わ
り
な
く
、
即
刻
逮
捕
さ
れ
た
上
で
速
や
か
に
裁
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
H
一
㊤
ω
）
。
し
か
る
に
現
実
は
と
い
え
ぱ
、
審
理
の
相
次

ぐ
延
期
、
そ
れ
に
伴
う
巨
額
の
経
費
と
混
乱
の
た
め
に
裁
判
鰯
度
そ
の
も
の
が
信
用
を
失
っ
て
い
る
（
同
さ
。
O
ω
）
。
　
上
級
審
と
し
て
の
議
会
も
国

王
も
訴
訟
件
数
の
過
剰
の
た
め
に
悶
題
を
処
理
し
切
れ
な
い
（
H
8
農
　
b
o
ミ
）
。
ブ
リ
チ
翻
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
が
「
王
国
の
全
身
分
の
者
が
、
他
の

裁
判
官
の
判
決
に
対
し
て
控
訴
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
か
ら
は
も
う
上
告
で
き
な
い
よ
う
な
最
高
裁
判
官
冨
島
8
ω
σ
q
。
器
冨
δ
。
。
」
（
H
b
。
O
心
）

の
設
置
を
提
案
し
た
理
由
は
こ
こ
に
あ
っ
た
。

　
最
高
裁
判
官
は
「
全
身
分
か
ら
①
×
。
9
鉱
9
ω
。
註
一
ぼ
げ
易
」
選
任
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
（
H
・
。
8
）
、
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
は
そ
の
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

成
を
「
聖
職
者
身
分
か
ら
三
名
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
か
ら
三
名
、
平
民
℃
一
Φ
σ
ω
か
ら
三
名
の
計
九
名
」
と
具
体
的
に
規
定
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、

こ
の
司
法
機
関
は
「
九
人
裁
判
所
或
は
九
人
委
員
会
貯
B
。
冒
ヨ
¢
①
一
。
亀
①
σ
q
ご
甲
高
。
器
B
巳
鑓
一
①
」
と
呼
ば
れ
る
（
H
卜
。
O
。
。
品
8
）
。
九
名
の
裁
判

官
は
「
常
に
共
に
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
事
件
や
訴
訟
に
つ
い
て
互
い
に
協
議
す
る
」
が
、
「
各
難
名
が
自
ら
の
身
分
の
人
び
と
を
裁
く
」
こ
と
と
さ

れ
る
（
H
b
O
O
㊤
）
。
従
っ
て
最
終
的
に
下
さ
れ
る
判
決
に
つ
い
て
は
身
分
間
の
区
分
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
司
法
に
関
わ
る
い
ま
ひ
と
つ
の
重
要
な
論
点
は
、
領
主
裁
判
権
の
批
判
と
農
民
の
上
級
審
へ
の
控
訴
権
の
擁
護
で
あ
る
。
彼
は
農
民
の
置
か

れ
て
い
る
状
況
か
ら
、
彼
ら
の
上
告
権
を
奪
う
こ
と
の
不
当
性
を
次
の
よ
う
に
訴
え
る
。
「
あ
な
た
は
あ
な
た
の
農
民
に
ど
れ
ほ
ど
の
自
由
を

残
し
て
い
る
か
。
農
民
は
十
分
の
一
税
の
支
払
い
を
免
除
さ
れ
て
い
な
い
し
、
地
代
や
貢
納
の
支
払
い
か
ら
も
、
あ
な
た
に
対
す
る
賦
役
か
ら

も
自
由
で
は
な
い
。
あ
な
た
に
と
っ
て
は
完
全
に
開
か
れ
て
い
る
官
職
獲
得
の
可
能
性
も
全
く
な
い
。
そ
の
時
、
い
か
な
る
自
由
が
残
さ
れ
て

い
る
か
。
そ
れ
は
法
と
裁
判
が
平
等
に
科
さ
れ
る
こ
と
で
な
く
て
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
彼
が
あ
な
た
を
正
当
な
裁
判
官
に
訴
え
る
権
利
と

機
会
を
持
つ
こ
と
で
な
く
し
て
、
い
っ
た
い
あ
な
た
は
何
を
そ
の
枢
要
な
点
と
み
な
す
の
か
」
（
H
・
。
β
）
。
ま
た
、
領
主
裁
判
は
公
正
な
裁
判
と

し
て
の
体
裁
を
備
え
て
い
な
い
。
「
も
し
我
々
が
領
主
に
彼
ら
自
身
の
事
件
に
お
け
る
裁
判
権
を
与
え
る
な
ら
ば
、
我
々
は
公
正
な
裁
判
の
あ
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ら
ゆ
る
原
理
に
反
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ぼ
、
公
正
な
裁
判
は
三
章
の
人
物
〔
原
告
、
被
告
、
裁
判
官
〕
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

原
告
が
同
時
に
裁
判
官
と
な
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
」
従
っ
て
、
「
領
主
に
と
っ
て
農
民
を
、
農
民
に
と
っ
て
領
主
を
正

当
な
裁
判
に
訴
え
る
こ
と
が
自
由
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
」
（
H
b
o
8
）
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
司
法
の
領
域
に
お
い
て
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
が
目
指
し
て
い
た
も
の
は
、
一
方
で
は
司
法
の
中
央
集
権
化
で
あ

り
、
他
方
で
は
裁
判
に
関
す
る
諸
権
利
の
諸
身
分
間
へ
の
均
等
な
配
分
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
一
旦
判
決
が
下
さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
速
や
か
に
執
行
に
移
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
も
現
実
は
要
請
を
裏
切
っ

て
い
た
。
「
我
々
の
も
と
で
は
判
決
に
関
し
て
多
く
の
妨
害
が
存
在
す
る
。
そ
の
た
め
に
そ
の
執
行
に
よ
っ
て
決
着
が
つ
く
こ
と
は
少
な
い
」

（目

E。

g
刈
）
。
次
に
執
行
に
関
わ
る
諸
機
関
1
一
国
王
、
議
会
、
官
吏
1
に
眼
を
転
じ
て
順
序
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
改
革
案
を
検
討
し

て
い
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
マ
ロ
ゴ
　

　
王
権
は
「
全
世
界
の
唯
一
の
王
で
あ
る
神
の
地
上
に
お
け
る
似
姿
を
表
現
す
る
も
の
」
で
あ
り
、
「
最
も
神
聖
と
み
な
す
べ
き
も
の
」
で
あ

る
（
H
鰹
）
。
問
題
は
そ
の
神
聖
さ
の
由
来
に
つ
い
て
ブ
リ
チ
”
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
が
与
え
て
い
る
説
明
に
あ
る
。
「
あ
ら
ゆ
る
諸
国
に
お
い
て
、

徳
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
勝
っ
て
い
る
者
は
、
残
り
の
多
く
の
老
よ
り
も
常
に
極
め
て
僅
か
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
人
び
と
は
、
そ
の
ひ
と
り
を
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
ペ
リ
ウ
ム

事
に
お
い
て
最
も
賢
明
で
最
も
公
正
で
あ
る
と
み
な
し
、
彼
が
国
家
全
体
に
よ
く
貢
献
し
う
る
こ
と
を
期
待
し
、
彼
に
統
治
権
を
ゆ
だ
ね
た
の

で
あ
る
」
（
H
置
）
。
　
つ
ま
り
王
権
は
神
に
よ
っ
て
直
接
に
、
或
は
教
会
の
仲
介
を
経
て
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
国
民
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ

る
の
で
あ
り
、
こ
の
点
で
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
考
え
て
い
る
国
王
は
「
独
立
の
人
格
と
し
て
の
国
家
の
代
表
者
で
は
な
く
、
市
民
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

同
体
象
。
じ
d
鋒
σ
q
曾
σ
q
①
ヨ
魚
器
。
ロ
既
汁
の
代
表
者
」
で
あ
る
と
す
る
A
・
ル
チ
ャ
ク
の
見
解
は
正
鵠
を
え
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
ブ
リ
チ
腱
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
選
挙
王
制
に
対
す
る
支
持
は
こ
の
よ
う
な
国
王
観
に
対
応
し
て
い
る
。
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
国
王
は
、
国
王
に

生
ま
れ
る
の
で
は
な
く
、
全
身
分
の
意
志
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
口
。
冨
暮
暮
㊦
o
a
貯
ロ
巳
○
ヨ
め
貯
旨
Φ
圏
お
ρ
簿
霞
の
で
あ
る
か
ら
、
自
ら
の
意

の
ま
ま
に
法
を
制
定
し
た
り
、
税
を
課
し
た
り
、
何
か
を
恒
常
的
に
定
め
た
り
す
る
権
力
を
有
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
彼
ら
は
す
べ
て
を
諸
身
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分
の
同
意
に
従
っ
て
、
ま
た
法
の
命
ず
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
行
う
」
（
H
綬
伽
綬
）
。
　
国
王
選
挙
の
方
法
に
つ
い
て
は
『
国
家
改
革
論
』
第
二
巻

「
法
律
論
」
第
六
章
｝
、
官
職
に
関
す
る
法
」
の
中
で
他
の
官
職
の
選
任
方
法
と
並
ん
で
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
國
王
は
自
国
民
の
中
か
ら
選
ば
れ

る
の
が
望
ま
し
い
こ
と
、
選
挙
の
方
法
が
法
律
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
べ
き
こ
と
の
他
に
、
彼
が
第
四
巻
「
教
会
論
偏
で
提
案
し
た
司
教
選
挙

の
方
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
る
（
囲
　
同
門
腿
一
掃
刈
㎝
）
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
彼
の
司
教
選
挙
案
に
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

　
ブ
リ
チ
”
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
は
国
家
と
教
会
を
し
ぼ
し
ぼ
類
比
さ
せ
て
論
じ
て
い
る
が
、
彼
の
教
会
改
革
構
想
は
時
に
国
家
改
革
案
以
上
に

　
　
　
　
　
　
　
⑧

ラ
デ
ィ
カ
ル
で
あ
る
。
全
身
分
の
俗
人
参
加
の
原
理
に
導
か
れ
た
司
教
選
挙
案
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。
司
教
の
席
が
空
く
と
、
ま
ず
世
俗
の
君

主
が
そ
の
司
教
区
で
人
出
集
会
8
巳
甑
ρ
℃
o
や
三
一
を
召
集
す
る
。
こ
の
集
会
に
は
身
分
に
関
わ
り
な
く
棄
教
区
民
が
自
由
に
参
加
で
き
る
（
國

心
。
。
①
）
。
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
は
そ
こ
に
集
ま
る
人
び
と
を
国
家
官
僚
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
、
都
市
民
、
農
民
の
四
身
分
に
分
類
し
た
上
で
、

各
身
分
か
ら
三
韓
ず
つ
、
計
一
二
名
の
俗
人
の
選
挙
人
を
選
出
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
更
に
聖
界
か
ら
も
一
二
名
の
選
挙
人
が
選
出
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
聖
俗
合
わ
せ
て
二
四
名
の
選
挙
人
が
司
教
を
選
出
す
る
（
H
腿
Q
。
刈
）
。
「
聖
職
を
授
与
す
る
際
に
は
、
こ
の
地
位
に
ふ
さ
わ
し
い
徳
と
学

問
を
最
も
響
考
慮
す
る
べ
き
で
あ
る
」
（
ロ
刈
㎝
）
か
ら
・
司
教
は
必
ず
し
も
シ
・
ラ
フ
タ
で
あ
る
必
要
は
な
繭

　
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
が
以
上
の
よ
う
な
司
教
選
挙
案
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
國
王
選
挙
に
適
用
し
う
る
と
考
え
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑

心
で
あ
る
。
何
ら
か
の
変
更
を
加
え
な
い
限
り
聖
職
者
の
選
挙
権
の
比
重
が
高
く
な
り
過
ぎ
る
し
、
司
教
位
と
同
様
に
王
位
へ
の
被
選
挙
権
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ

全
身
分
に
開
か
れ
て
い
る
と
は
考
え
難
い
。
し
か
し
、
彼
が
こ
こ
で
全
身
分
に
よ
る
国
王
選
挙
を
提
起
し
て
い
る
こ
と
は
疑
闇
の
余
地
が
な
い

の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
は
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
み
が
選
挙
権
を
保
持
し
て
い
た
当
時
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
現
実
に
照
ら
し
て
重
要
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
選
挙
に
よ
っ
て
王
位
に
就
い
た
国
王
は
「
自
ら
が
民
の
た
め
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
民
が
自
ら
の
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
い
こ
と

を
理
解
す
る
べ
き
」
（
H
巽
占
。
。
）
で
あ
り
、
「
た
し
か
に
国
家
は
君
主
の
恣
意
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
法
の
命
ず
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
統
治
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
」
（
H
・
。
・
。
o
）
以
上
、
王
権
は
公
益
と
法
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
王
権
に
対
し
て
公
益
を
代
表
す
る
機
関
と
し
て
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議
会
が
存
在
す
る
。

　
ま
ず
、
二
院
制
議
会
の
う
ち
上
院
に
相
当
す
る
元
老
院
ω
①
津
窪
ω
は
「
國
家
全
体
の
中
で
国
王
に
次
い
で
高
い
地
位
を
占
め
る
し
機
関
で

あ
る
。
そ
の
役
割
は
「
国
家
の
最
高
評
議
会
、
公
共
の
安
全
と
名
誉
の
番
人
」
と
し
て
「
国
王
や
君
主
に
立
派
で
栄
え
あ
る
行
為
を
促
し
、
恥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
こ
し
ま

ず
べ
き
不
徳
な
行
為
を
諌
止
し
、
そ
の
邪
な
欲
情
を
制
す
る
」
こ
と
に
あ
る
（
目
『
Q
◎
）
。
ま
た
元
老
院
の
判
断
な
し
に
は
国
王
が
行
い
え
な
い

国
事
行
為
と
し
て
法
の
公
布
、
判
決
の
執
行
、
戦
争
の
指
揮
を
挙
げ
て
い
る
（
H
置
－
胡
）
。
こ
こ
か
ら
元
老
院
の
権
限
が
立
法
と
共
に
行
政
機
能

を
も
含
む
広
範
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
元
老
院
身
分
は
で
き
る
限
り
精
選
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
な
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
そ
の
任
命
権
は
国
王
が
握
っ
て
い
る
。
「
我
々
の
も
と
で
は
、
そ
れ
〔
元
老
院
身
分
〕
は
ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
聖
俗
の
官
職
か
ら
成

っ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
官
職
を
選
任
す
る
際
に
は
国
王
は
最
大
の
入
念
さ
を
も
っ
て
こ
れ
を
行
う
べ
き
で
あ
る
」
（
H
刈
G
◎
）
。
ま
た
、
国

王
は
元
老
院
の
討
議
に
臨
席
し
（
囲
『
蒔
）
、
議
決
に
際
し
て
は
「
票
数
を
数
え
る
の
で
は
な
く
、
票
の
重
さ
を
量
る
」
（
H
。
。
H
）
こ
と
に
よ
っ
て
主

導
権
を
握
り
得
る
立
場
に
あ
る
。
従
っ
て
元
老
院
の
機
能
は
、
一
方
で
王
権
を
拘
束
し
な
が
ら
、
他
方
で
国
王
の
意
志
の
表
明
の
揚
で
も
あ
る

と
い
う
両
義
性
を
帯
び
て
い
る
。

　
元
老
院
に
比
べ
る
と
、
下
院
に
相
当
す
る
代
議
院
昌
導
出
冨
H
お
の
窪
⑦
。
。
に
関
す
る
言
及
は
意
外
と
少
な
い
。
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
国

王
と
元
老
院
の
他
に
シ
ュ
ラ
フ
タ
身
分
が
き
わ
め
て
大
き
な
権
限
を
有
し
て
」
お
り
、
「
シ
ュ
ラ
フ
タ
身
分
に
よ
っ
て
個
々
の
地
方
か
ら
一
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
使
節
が
送
ら
れ
る
習
わ
し
に
な
っ
て
い
る
。
」
ブ
リ
チ
卸
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
は
、
「
も
し
何
ら
か
の
こ
と
が
国
家
に
害
を
及
ぼ
す
と
み
な
す
な

ら
ば
、
そ
れ
に
対
し
て
異
議
を
申
し
立
て
る
」
彼
ら
の
役
割
を
ロ
ー
マ
の
護
民
官
の
そ
れ
に
喩
え
て
い
る
（
H
刈
P
潔
）
。
そ
し
て
「
我
々
の
も
と

で
多
く
の
優
れ
た
こ
と
が
シ
ュ
ラ
フ
タ
身
分
の
同
意
の
も
と
に
決
定
さ
れ
、
多
く
の
有
害
な
こ
と
が
そ
の
不
賛
成
の
も
と
に
拒
否
さ
れ
る
の
を

我
々
は
見
て
き
た
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
従
来
、
こ
の
身
分
は
自
己
愛
が
過
ぎ
て
、
自
分
た
ち
の
自
由
ほ
ど
は
国
家
に
つ
い
て
配
慮
し
な
か
っ

た
」
こ
と
を
批
判
し
（
H
潔
）
、
議
員
に
村
す
る
多
額
の
経
費
支
給
が
国
家
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
を
も
た
ら
す
こ
と
を
理
由
に
議
員
数
の
削
減

を
要
求
し
て
い
る
（
H
・
。
一
・
。
）
。
従
っ
て
ブ
リ
チ
H
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
代
議
院
に
対
す
る
期
待
は
あ
ま
り
大
き
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
代
議
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院
議
員
の
身
分
的
偏
向
を
批
判
し
な
が
ら
も
、
都
市
民
や
農
民
の
代
表
を
招
く
こ
と
に
よ
っ
て
議
会
の
社
会
的
基
盤
を
拡
大
す
る
こ
と
は
全
く

彼
の
念
頭
に
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
議
員
を
護
民
官
に
喩
え
る
点
で
、
彼
は
議
会
の
身
分
的
構
成
に
関
す
る
限
り
現
状
維
持
を

望
ん
で
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
王
権
を
拘
束
す
る
要
素
と
並
ん
で
、
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
は
王
権
の
手
足
と
な
る
諸
機
関
に
も
か
な
り
の
紙
数
を
割

い
て
い
る
。
ま
ず
、
国
王
と
き
わ
め
て
緊
密
な
関
係
で
結
ぼ
れ
た
助
言
者
0
8
ω
臼
鍵
貯
ω
と
秘
書
官
ω
。
o
お
寅
鼠
島
が
い
る
。
前
者
は
「
彼

〔
国
王
〕
か
ら
決
し
て
離
れ
ず
、
万
事
に
つ
い
て
共
に
考
え
、
為
す
べ
き
こ
と
を
す
べ
て
協
議
し
、
定
例
の
元
老
院
が
召
集
さ
れ
る
際
に
は
、
元

老
院
に
提
出
す
る
に
先
立
っ
て
所
定
の
案
件
に
つ
き
賛
否
い
ず
れ
に
与
す
る
か
を
共
に
討
議
す
る
数
名
の
腹
心
」
で
あ
る
（
H
話
）
。
ま
た
、
後

者
は
「
国
内
外
の
問
題
や
仕
事
の
た
め
に
、
ま
か
せ
ら
れ
た
任
務
を
果
た
し
、
処
理
す
る
」
者
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
官
職
を
置
く
こ
と
は

「
き
わ
め
て
広
大
な
領
土
を
指
揮
し
、
粗
異
な
る
諸
民
族
と
共
に
轡
虫
を
抱
え
る
君
主
に
と
っ
て
は
な
は
だ
好
都
合
」
で
あ
る
（
H
謡
）
。

　
ま
た
、
ブ
リ
チ
u
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
は
風
紀
検
閲
官
（
囲
。
◎
幌
－
G
o
『
）
、
結
婚
監
査
官
（
H
。
。
ア
。
。
。
。
）
、
建
築
管
理
官
（
H
り
ω
－
謹
）
、
都
市
の
治
安
維
持

官
（
H
㊤
起
り
。
。
）
、
貧
民
管
理
官
（
H
り
G
。
高
O
O
）
、
市
場
管
理
管
（
H
。
。
。
。
む
ω
）
、
財
務
官
（
H
ミ
。
。
曲
凝
）
等
の
一
連
の
官
職
の
新
設
を
提
案
し
て
い
る
。

前
擦
者
は
良
き
慣
習
の
保
全
と
治
安
の
維
持
に
関
わ
る
。
い
ず
れ
も
民
衆
の
生
活
の
細
部
に
ま
で
国
家
の
介
入
が
要
請
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目

さ
れ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
違
法
行
為
の
取
り
締
ま
り
よ
り
は
む
し
ろ
国
民
の
社
会
生
活
と
労
働
規
律
の
監
視
で
あ
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
タ
　
ロ
リ
　
ガ
ル

れ
ら
の
官
職
の
設
置
に
よ
っ
て
ブ
リ
チ
ロ
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
は
い
わ
ぼ
法
を
越
え
た
次
元
を
も
国
家
の
規
則
領
域
の
申
に
組
み
込
も
う
と
し
て

い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
残
り
の
二
官
職
は
経
済
・
財
政
に
関
わ
っ
て
い
る
。
市
場
管
理
官
は
、
当
時
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
大
量
の
善
言
輸
出
に

伴
う
物
資
欠
乏
と
物
価
騰
貴
に
対
処
す
る
た
め
に
、
国
内
の
収
穫
高
を
計
上
し
、
そ
れ
に
基
い
て
輸
出
高
を
決
定
し
、
布
場
に
お
け
る
各
区
晶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
価
格
と
取
引
量
を
統
制
す
る
も
の
で
あ
る
。
財
務
官
は
統
一
さ
れ
た
租
税
制
度
に
基
づ
く
中
央
国
庫
の
管
理
を
行
う
。
こ
の
よ
う
に
ブ
リ
チ

ー
モ
ド
ジ
ニ
フ
ス
キ
の
官
職
新
設
案
は
、
い
ず
れ
も
行
・
財
政
上
の
執
行
権
の
拡
大
と
中
央
集
権
化
を
強
く
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
他
方
で
彼
は
シ
．
一
ラ
フ
タ
に
よ
る
高
位
官
職
の
独
占
を
肯
定
し
て
い
る
。
「
我
々
の
も
と
で
は
公
共
の
安
全
を
維
持
す
る
最
高
の
顕
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職
は
祖
先
の
慣
習
と
制
度
に
従
っ
て
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
み
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
私
は
知
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
に
正
当
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
シ
ュ
ラ
フ
タ
だ
け
が
我
々
の
も
と
で
不
動
産
と
十
分
確
立
た
る
資
力
を
有
し
、
卑
賎
な
仕
事
に
従
事
も
し
な
い
し
、
人

び
と
の
憎
悪
を
呼
び
お
こ
す
よ
う
な
儲
け
を
得
る
こ
と
も
な
い
か
ら
で
あ
る
」
（
H
目
O
幽
）
。
財
産
を
持
た
な
い
者
に
官
職
を
ゆ
だ
ね
る
と
「
国
家

自
体
に
必
要
な
も
の
を
求
め
る
」
こ
と
に
な
る
点
を
彼
は
懸
念
し
た
の
で
あ
っ
た
（
さ
ミ
・
）
。

　
以
上
、
立
法
・
司
法
・
行
政
の
各
領
域
に
わ
た
っ
て
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
改
革
案
を
検
討
し
て
き
た
。
法
の
統
一
、
裁
判
制
度
の

整
備
、
国
民
の
生
活
領
域
に
ま
で
及
ぶ
執
行
機
関
の
設
置
等
の
諸
提
案
は
、
確
か
に
国
家
の
中
央
集
権
化
と
王
権
の
強
化
に
結
び
つ
き
得
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
彼
の
目
指
し
て
い
た
も
の
は
「
国
家
主
権
と
君
主
個
人
の
結
合
」
（
W
・
ヴ
ォ
ワ
セ
）
で
あ
る
と
雷
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
王
権
に
対
す
る
微
妙
な
姿
勢
は
、
大
逆
罪
。
ニ
ヨ
①
昌
一
p
Φ
ω
器
ヨ
巴
Φ
ω
寅
げ
一
。
・
と
所
謂
ウ
ル
ピ
ア
ス
ス
の
格
率

「
君
主
は
法
の
拘
束
を
受
け
な
い
領
言
8
℃
。
。
一
。
σ
Q
ま
話
。
。
o
貯
密
ω
㊦
ω
ご
を
め
ぐ
る
議
論
の
中
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
当
時
の
ポ
ー
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ン
ド
の
法
制
度
は
大
逆
罪
の
対
象
を
国
王
個
人
に
向
け
ら
れ
た
違
法
行
為
に
限
定
す
る
趨
勢
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス

キ
は
「
判
決
を
下
す
こ
と
を
邪
魔
し
た
り
、
裁
き
を
踏
み
に
じ
る
老
、
官
吏
が
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
権
限
を
阻
止
し
た
り
奪
っ
た
り
す
る
者

は
、
国
家
に
反
し
て
振
る
舞
う
の
で
あ
る
か
ら
大
逆
罪
を
宣
告
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
（
H
同
。
。
圃
）
と
述
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
君
主
だ
け
で
な
く
、

公
務
に
携
わ
る
者
す
べ
て
に
大
逆
罪
の
適
用
籟
囲
を
拡
大
し
て
い
る
。
国
王
の
手
足
と
な
る
べ
き
官
僚
に
対
す
る
違
法
行
為
を
大
逆
罪
に
含
め

る
こ
と
は
、
明
ら
か
に
国
王
の
大
権
を
強
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
ブ
リ
チ
ロ
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
は
、
大
逆
罪
の
濫
用
が
君
主
に

追
従
す
る
気
風
を
生
み
出
す
こ
と
を
警
戒
す
る
（
H
同
。
。
①
）
。
彼
は
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
の
テ
ー
ゼ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
「
君
主
は
法
の
拘

束
を
受
け
な
い
と
述
べ
た
人
び
と
は
、
万
事
に
お
い
て
完
全
無
欠
で
、
万
人
の
中
で
最
も
賢
明
で
公
正
で
善
良
な
人
間
で
あ
る
よ
う
な
君
主
を

念
頭
に
置
い
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
法
が
命
ず
る
べ
き
こ
と
を
す
べ
て
自
ら
の
意
志
か
ら
行
う
よ
う
な
者
に
と
っ
て
、
法

は
何
ゆ
え
に
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
者
は
自
ら
生
け
る
法
で
あ
り
、
万
人
に
と
っ
て
倣
う
べ
き
模
範
で
あ
っ
た
ろ
う
」

（H

E。
E。

@
）
。
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
か
、
パ
ウ
ロ
が
「
彼
ら
に
は
法
を
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
た
よ
う
な
人
物
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
者
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に
対
し
て
法
が
定
め
ら
れ
な
い
の
は
「
彼
ら
が
神
の
霊
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
、
自
発
的
に
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
を
行
う
」
か
ら
で
あ
る
（
H
認
①
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

こ
う
し
て
β
i
マ
法
の
解
釈
に
キ
リ
ス
ト
教
的
要
素
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ブ
リ
チ
師
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
は
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
の
格
率
の
原

理
的
な
正
心
性
を
認
め
な
が
ら
も
、
そ
の
適
用
範
囲
を
神
の
国
の
領
域
に
限
定
し
、
通
常
の
世
俗
的
領
域
を
そ
こ
か
ら
除
外
し
た
。
従
っ
て
地

上
の
現
実
の
国
家
に
お
い
て
は
、
法
は
国
王
を
も
拘
束
す
る
も
の
と
し
て
現
れ
る
。
彼
の
細
君
論
に
お
い
て
は
君
主
の
意
志
が
現
世
の
国
家
に

お
け
る
窮
極
の
意
志
と
な
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
君
主
は
他
の
官
吏
と
共
に
法
の
命
令
の
貫
徹
の
た
め
に
奉
仕
す
る
「
法
の
番
人
で
あ
り
守

り
手
」
（
H
B
①
）
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
彼
の
国
家
論
は
「
法
共
同
体
」
－
国
王
も
ま
た
そ
の
一
員
で
あ
る
一
の
存
続
を
前
提
と
し
、
そ

の
法
が
治
者
・
被
治
者
の
双
方
を
共
に
拘
束
す
る
と
い
う
点
で
、
き
わ
め
て
伝
統
的
な
政
治
理
論
の
枠
内
に
位
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ

に
は
後
に
～
・
ボ
ダ
ン
が
主
張
す
る
よ
う
な
、
法
を
単
な
る
主
権
者
の
命
令
と
し
て
と
ら
え
、
治
者
と
被
治
者
の
問
に
一
方
的
な
支
配
－
服
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

関
係
を
想
定
す
る
如
き
近
代
的
主
権
論
の
入
り
込
む
余
地
は
な
い
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
が
「
ボ
ダ
ン

を
は
じ
め
と
す
る
絶
対
君
主
制
論
者
に
数
十
年
駆
け
て
い
た
」
と
す
る
ヴ
ォ
ワ
セ
の
見
解
は
認
め
難
い
。

　
我
々
は
ブ
リ
チ
翻
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
法
制
改
革
構
想
の
中
に
、
中
央
集
権
化
へ
の
志
向
i
近
代
的
な
主
権
の
確
立
に
は
至
ら
な
い
に
せ

よ
一
と
並
ん
で
、
も
う
ひ
と
つ
の
方
向
性
を
揮
い
出
す
。
そ
れ
は
諸
身
分
間
へ
の
権
力
の
均
等
な
配
分
へ
の
志
向
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
志

向
は
ど
の
よ
う
に
関
係
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
際
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
身
分
は
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
次

に
こ
の
問
題
に
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。

図
　
ブ
リ
チ
睦
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
国
家
像

　
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ブ
リ
チ
翻
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
は
都
市
民
の
所
有
権
を
擁
護
し
、
農
民
に
対
す
る
領
主
裁
判
権
の
不
妾
を
訴
え
、
「
法

律
委
員
会
」
、
最
高
裁
判
所
、
国
王
選
挙
に
関
し
て
全
身
分
の
関
与
を
認
め
て
い
る
。
　
こ
れ
ら
の
主
張
に
は
、
政
治
・
社
会
上
の
重
要
な
領
域

に
お
い
て
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
独
占
的
支
配
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
明
確
に
見
て
と
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
方
で
彼
は
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
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議
会
に
お
け
る
代
表
権
、
官
職
特
権
及
び
軍
事
上
の
指
導
権
の
独
占
を
不
問
に
付
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
政
治
・
軍
事
上
の

優
位
は
彼
の
改
革
構
想
の
中
で
も
決
し
て
一
掃
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
彼
が
し
ば
し
ば
「
平
等
ρ
①
ρ
寮
費
ρ
ω
」
に
つ

い
て
語
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
彼
が
こ
の
言
葉
に
よ
っ
て
何
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
が
問
題
で
あ
ろ
う
。

　
例
え
ば
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
国
家
は
貧
し
き
者
と
持
て
る
者
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
と
平
民
、
様
々
な
諸
身
分
か
ら
成
っ
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
も
し
市
民
の
問
に
確
固
た
る
調
和
が
あ
る
よ
う
に
望
む
な
ら
ば
、
尊
王
は
、
彼
ら
の
間
に
で
き
る
限
り
平
等
を
う
ち
た
て
る
よ
う

に
す
る
べ
き
で
あ
る
」
（
H
曾
）
。
し
か
し
、
す
ぐ
後
に
彼
は
次
の
よ
う
に
続
け
る
。
「
し
か
し
、
こ
れ
は
彼
ら
の
間
で
す
べ
て
の
も
の
を
共
有
に

す
る
と
か
、
貧
し
き
者
に
与
え
る
も
の
を
富
め
る
者
か
ら
奪
う
と
か
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
特
権
を
平
民
に
認
め
る
と
か
、
諸
身
分
を
混
ぜ
あ
わ
せ

る
と
か
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
す
べ
て
の
者
の
魂
か
ら
高
慢
、
我
執
、
尊
大
さ
と
い
っ
た
類
の
人
間
社
会
を
混
乱
さ
せ
る

疾
病
を
取
り
除
く
こ
と
で
あ
る
偏
（
N
o
ミ
．
）
。
そ
し
て
「
こ
れ
ら
の
欠
点
の
追
放
に
よ
っ
て
財
産
や
運
命
の
差
異
の
中
に
魂
の
平
等
性
が
確
保
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
こ
そ
平
和
と
和
解
の
確
保
の
た
め
に
最
も
必
要
な
も
の
で
あ
る
」
（
H
♂
O
）
。

　
従
っ
て
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
に
と
っ
て
「
平
等
と
は
即
ち
人
間
性
、
好
意
、
同
情
、
正
義
器
ρ
§
年
舞
げ
。
。
Φ
。
。
け
嘗
臼
9
二
面
。
。
”

び
窪
Φ
¢
9
窪
窪
ρ
B
匿
比
8
巴
象
僧
ビ
昌
。
貯
」
（
H
①
回
）
な
の
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
倫
理
的
価
値
と
し
て
存
在
す
る
。
そ
れ
は
社
会
的
不
平
等

i
財
産
や
運
命
の
差
異
一
を
否
定
す
る
よ
り
は
む
し
ろ
そ
れ
を
補
完
し
、
原
理
的
に
不
平
等
な
身
分
制
社
会
を
安
定
的
に
維
持
す
る
機
能

を
果
た
し
て
い
る
と
さ
え
言
い
得
る
の
で
あ
る
。
彼
が
初
期
の
演
説
以
来
、
様
々
な
角
度
か
ら
行
っ
て
き
た
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
偽
善
、
傲
慢
、
横

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

暴
に
対
す
る
厳
し
い
批
判
も
、
あ
る
程
度
、
以
上
の
よ
う
な
文
脈
の
中
で
理
解
さ
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
身
分
制
的
な
社
会
構
造
そ

の
も
の
に
異
議
を
唱
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
め
　
　
へ

　
こ
こ
で
あ
る
程
度
と
言
っ
た
の
は
、
し
か
し
す
べ
て
が
「
魂
の
平
等
性
」
の
中
に
解
消
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ブ
リ
チ

H
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
は
重
大
な
抜
け
道
を
ひ
と
つ
用
意
し
て
い
た
。
そ
れ
は
シ
ュ
ラ
フ
タ
概
念
そ
の
も
の
の
問
い
直
し
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　
社
会
的
不
平
等
の
う
ち
最
大
の
問
題
は
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
他
の
諸
身
分
に
対
す
る
過
度
の
優
越
で
あ
る
。
し
か
し
、
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ

124 （590）



アンジェイ・プリチ＝モドジェフスキの国家改革論（小山）

ス
キ
の
見
る
と
こ
ろ
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
が
傲
慢
に
振
る
舞
う
と
し
て
も
、
そ
れ
は
何
も
彼
ら
が
生
来
野
蛮
な
気
質
の
持
ち
主
で
あ
る
か
ら
で
は
な

く
、
既
に
そ
の
よ
う
な
慣
習
が
社
会
の
中
に
出
来
上
が
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
H
　
朝
躯
O
一
切
腿
同
）
。
彼
は
そ
の
よ
う
な
慣
習
の
歴
史
的
相
対
性
を
認

識
し
て
い
た
。
「
貴
族
と
平
民
は
人
間
の
創
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
位
階
は
徳
を
証
明
し
、
或
は
促
す
た
め
に
人
間
に
よ
っ
て
定

め
ら
れ
た
」
（
昌
㊤
①
）
。
こ
こ
で
も
徳
と
い
う
契
機
が
重
視
さ
れ
て
い
る
点
で
倫
理
的
な
ト
ー
ン
か
ら
脱
し
て
は
い
な
い
が
、
こ
の
認
識
が
血
統

原
理
に
基
づ
く
当
時
の
身
分
観
と
一
線
を
画
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
徳
が
重
視
さ
れ
れ
ば
貴
族
位
の
世
襲
網
度
は
自
明
の
も
の
で
は
な
く
な
る
。
徳
は
個
々
の
人
間
の
属
性
で
あ
っ
て
、
血
に
よ
っ
て
代
々
伝
わ

る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
（
H
8
①
占
O
刈
）
。
従
っ
て
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
は
「
血
に
よ
っ
て
シ
ュ
ラ
フ
タ
位
が
伝
え
ら
れ
る
と
い
う

篭
釣
は
こ
の
世
か
ら
消
え
る
べ
き
で
あ
る
」
（
H
鰹
O
）
と
主
張
し
、
徳
や
学
問
に
す
ぐ
れ
、
国
家
に
対
し
て
貢
献
し
た
者
で
あ
れ
ば
、
た
と
え

平
民
の
生
ま
れ
で
あ
っ
て
も
シ
ュ
ラ
フ
タ
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
と
ま
で
考
え
る
（
H
お
メ
嵩
①
）
。
も
し
こ
の
議
論
を
推
し
進
め
て
い
け
ば
、

貴
族
の
血
統
原
理
の
完
全
な
否
定
に
行
き
着
く
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
彼
は
最
後
ま
で
行
か
ず
に
途
中
で
立
ち
止
ま
る
。
「
か
の
シ
ュ
ラ
フ
タ
u
o
σ
葭
の
と
騎
士
巳
靴
穿
と
の
混
同
を
認
め
る
べ
き
で
は
な

い
の
で
は
な
い
か
」
一
…
彼
の
歩
み
を
と
ど
め
た
の
は
、
　
こ
の
よ
う
な
疑
問
で
あ
っ
た
。
「
人
は
だ
と
え
シ
ュ
ラ
フ
タ
に
生
ま
れ
よ
う
と
も
騎

士
に
生
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
学
者
が
学
者
の
息
子
と
は
別
物
で
あ
る
よ
う
に
、
騎
士
と
騎
士
の
息
子
は
別
物
で
あ
る
。
〔
…
…
〕
騎
士

の
名
誉
は
、
一
部
は
国
家
に
お
け
る
功
績
に
よ
っ
て
、
一
部
は
定
め
ら
れ
た
儀
式
に
よ
っ
て
、
獲
得
さ
れ
る
。
　
〔
…
…
〕
従
っ
て
騎
士
と
シ
ュ

ラ
フ
タ
の
区
別
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
決
し
て
騎
士
の
称
号
に
値
し
な
い
よ
う
な
シ
ュ
ラ
フ
タ
一
般
に
こ
れ
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な

い
扁
（
H
日
工
）
。
こ
こ
で
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
は
、
既
に
『
迫
遙
演
説
』
に
お
い
て
引
用
し
て
い
た
文
句
「
従
士
に
優
る
騎
士
」
を
再
び

取
り
上
げ
て
、
騎
士
の
位
が
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
高
い
人
格
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
著
作
を
ラ
テ
ン
語

で
著
し
た
彼
が
唯
一
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
で
書
き
記
し
た
文
句
で
あ
る
だ
け
に
、
当
時
の
読
者
も
強
い
印
象
を
受
け
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
は
貴
族
を
世
襲
的
な
シ
ュ
ラ
フ
タ
と
、
国
家
へ
の
貢
献
に
基
づ
く
騎
士
に
区
分
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
方
で
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血
統
原
理
を
保
留
し
な
が
ら
、
他
方
で
シ
ュ
ラ
フ
タ
以
外
の
者
に
も
社
会
的
上
昇
の
可
能
性
を
残
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
騎
士
の
概
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

は
宮
職
特
権
等
と
関
連
さ
せ
て
論
じ
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
そ
の
社
会
的
・
政
治
的
位
置
づ
け
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ま
が
り

な
り
に
も
貴
族
身
分
が
醗
か
れ
た
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
る
点
は
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
身
分
的
所
属
を
決
定
す
る
基
準
と
し
て
血
統
に
換

え
て
（
或
は
そ
れ
に
加
え
て
）
徳
や
学
問
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
身
分
聞
の
移
行
を
認
め
つ
つ
、
身
分
制
の
枠
組
自
体
は
維
持
し
よ
う
と

す
る
妥
協
的
な
試
み
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
部
分
的
に
で
あ
れ
、
血
統
原
理
に
換
え
て
徳
や
学
問
と
い
っ
た
教
育
に
関
わ
る
基
準
が
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ブ
リ
チ
捕
モ
ド

ジ
ェ
フ
ス
キ
の
国
家
観
の
根
幹
に
関
わ
る
聞
題
で
あ
る
。
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
国
家
に
関
す
る
す
べ
て
の
問
題
は
、
私
の
見
る

と
こ
ろ
で
は
、
主
と
し
て
三
つ
の
部
分
か
ら
成
る
。
も
し
そ
れ
ら
が
よ
く
確
立
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
国
家
は
よ
く
う
ち
建
て
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
三
つ
の
部
分
の
う
ち
、
第
一
は
市
民
の
共
同
体
の
統
治
、
維
持
、
及
び
防
衛
に
関
わ
る
。
第
二
は
永
遠
の
神
の
宗
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ち
　
　
や
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
純
粋
で
敬
慶
な
崇
拝
に
関
わ
る
。
第
三
は
若
者
を
正
し
く
教
化
し
教
育
す
る
こ
と
に
関
わ
る
」
（
囲
ω
卜
。
）
。
　
こ
こ
に
『
国
家
改
革
論
』
の
第
五

巻
と
し
て
特
に
「
学
校
論
」
の
加
わ
る
必
然
性
が
あ
っ
た
。

　
「
学
校
は
あ
ら
ゆ
る
徳
の
源
泉
と
根
本
を
明
ら
か
に
し
た
第
一
の
も
の
で
あ
る
。
国
家
を
統
治
す
る
か
の
法
は
、
結
局
い
わ
ば
こ
の
徳
と
い

う
土
台
の
上
に
築
か
れ
る
」
（
H
㎝
竃
）
。
従
っ
て
「
学
校
身
分
。
乙
。
ω
。
ぴ
。
轟
げ
8
醍
は
国
家
に
対
す
る
貢
献
に
お
い
て
最
高
の
身
分
に
匹
敵
し

う
る
」
の
で
あ
り
、
こ
の
身
分
を
「
あ
ら
ゆ
る
手
段
に
よ
っ
て
維
持
し
保
護
す
る
こ
と
は
国
家
に
と
っ
て
重
要
」
で
あ
る
（
H
日
・
。
）
。
こ
の
国
家

の
礎
石
と
も
い
う
べ
き
学
校
へ
の
入
学
許
可
の
基
準
は
、
身
分
や
家
柄
に
で
は
な
く
、
生
徒
の
能
力
に
あ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
認
α
）
。

学
校
経
営
の
資
金
と
し
て
は
教
会
財
産
が
充
て
ら
れ
、
国
家
が
各
修
道
院
の
収
入
を
査
定
し
て
、
給
養
す
る
べ
き
生
徒
数
を
決
定
す
る
。
生
徒

は
「
教
会
或
は
国
家
の
た
め
に
尽
力
す
る
こ
と
を
誓
約
し
、
後
に
こ
れ
を
履
行
す
る
義
務
を
負
う
」
（
H
G
三
目
G
O
）
。
従
っ
て
、
こ
れ
は
一
種
の
奨
学

金
制
度
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
「
学
校
は
教
会
に
有
能
な
説
教
者
を
も
た
ら
す
，
〔
…
…
〕
学
校
は
我
々
に
雄
弁
家
を
、
君
主
に
弁
の
た
つ
助

言
者
を
、
国
家
に
聡
明
な
指
導
者
を
も
た
ら
す
」
（
H
㎝
δ
）
。
こ
う
し
て
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
構
想
に
お
い
て
、
学
校
は
す
べ
て
の
身
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分
の
老
に
門
を
開
き
、
徳
や
学
問
を
陶
冶
し
、
国
家
の
た
め
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
て
、
非
シ
ュ
ラ
フ
タ
身
分
に
も
社
会
的
上
昇
の
道
を
開
く

公
的
な
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
S
・
コ
ヅ
ト
は
「
『
國
家
改
革
論
』
は
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
学
校
制
度
を
も
国
家
の
管
轄
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

に
含
め
た
最
初
の
政
治
的
著
作
で
あ
る
」
と
い
う
評
価
を
与
え
て
い
る
。

　
以
上
、
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
国
家
改
革
構
想
を
、
主
と
し
て
そ
の
シ
ュ
ラ
フ
タ
身
分
批
判
の
側
面
か
ら
概
観
し
て
き
た
。
こ
こ
で
、

こ
れ
ま
で
の
検
討
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
彼
の
国
家
像
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
整
理
し
て
お
こ
う
。

　
彼
が
『
国
家
改
革
論
』
第
一
巻
第
一
章
で
与
え
て
い
る
国
塚
の
定
義
1
「
法
に
よ
っ
て
結
ば
れ
、
多
く
の
隣
人
か
ら
成
り
、
善
き
幸
福
な

生
活
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
集
合
体
で
あ
り
共
同
体
」
（
H
。
。
O
）
ー
ー
そ
れ
自
体
は
、
多
く
の
研
究
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
古
典
古
代
の
著
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

か
ら
の
引
き
写
し
で
あ
っ
て
、
格
別
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
彼
の
独
創
性
は
、
こ
の
目
的
論
的
な
定
義
を
挺
子
に
し
て
現
実
態
と
し
て
の

ポ
ー
ラ
ン
ド
園
家
の
病
弊
を
捌
吝
し
、
可
能
態
と
し
て
の
理
想
国
家
に
近
づ
け
る
た
め
の
具
体
的
な
改
革
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
呈
示
し
よ
う
と
し

た
点
に
あ
る
。
そ
の
改
革
の
基
本
方
針
は
身
分
制
的
な
枠
組
を
保
持
し
つ
つ
、
妾
時
ま
す
ま
す
強
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
シ
ュ
ラ
フ
タ
身
分
の
社
会

的
・
政
治
的
突
出
を
抑
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
彼
が
用
意
し
た
方
策
は
三
つ
あ
る
。
第
一
に
国
家
の
統
治
機
構
の
統
合
・
一
元
化
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
ナ
　
　
　
キ
　
ド

法
の
支
配
の
徹
底
化
を
通
じ
て
身
分
的
特
権
の
濫
用
に
よ
る
無
政
府
状
態
の
進
行
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
、
第
二
に
国
王
選
挙
、
法
典
の
作

成
、
最
高
裁
判
所
と
い
っ
た
国
制
上
重
要
な
領
域
に
お
い
て
全
身
分
の
関
与
を
認
め
る
こ
と
、
第
三
に
血
統
原
理
を
一
部
、
教
育
原
理
に
代
置

す
る
こ
と
に
よ
り
シ
ュ
ラ
フ
タ
身
分
の
閉
鎖
性
を
緩
和
し
、
社
会
的
流
動
性
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
各
身
分
か
ら
中
央
の
統
治

集
団
へ
の
優
秀
な
人
材
の
登
用
の
可
能
性
こ
そ
は
、
彼
の
国
家
論
に
お
け
る
中
央
集
権
化
へ
の
志
向
と
諸
身
分
間
の
均
衡
化
へ
の
志
向
を
媒
介

す
る
中
間
項
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
彼
は
、
諸
身
分
か
ら
成
る
国
家
の
全
体
の
有
機
的
調
和
を
回
復
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。　

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
五
〇
年
代
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
一
連
の
研
究
は
、
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ニ
フ
ス
キ
の
シ
ュ
ラ
フ
タ
批
判
の
中
に
初
期

資
本
主
義
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
；
を
読
み
と
り
、
彼
の
改
革
論
の
近
代
的
・
進
歩
的
性
格
を
強
調
し
た
。
確
か
に
、
公
教
育
の
主
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⑲

張
や
、
救
貧
政
策
論
に
お
け
る
世
俗
的
禁
欲
と
労
働
規
律
の
強
調
等
に
見
ら
れ
る
近
代
性
は
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
彼
の

改
革
論
の
主
眼
は
諸
身
分
間
の
調
和
の
回
復
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
張
を
特
定
の
社
会
階
級
の
利
害
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
表
現
の
中
に

取
り
こ
も
う
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
か
え
っ
て
彼
の
国
家
観
の
本
質
的
な
部
分
を
取
り
こ
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
シ
ュ
ラ
フ

タ
身
分
の
過
度
の
優
位
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
以
上
、
非
シ
ュ
ラ
フ
タ
身
分
に
と
っ
て
有
利
な
提
案
が
様
々
な
領
域
に
わ
た
っ
て
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
彼
の
描
く
国
家
像
を
全
体
と
し
て
眺
め
る
時
に
、
そ
こ
に
全
体
の
調
和
を
損
う
ほ
ど
に
強
力
に
そ
の
利
益
が
擁
護

さ
れ
て
い
る
階
級
を
見
い
出
す
こ
と
は
、
む
し
ろ
難
し
い
の
で
あ
る
。
翻
っ
て
み
れ
ば
、
総
じ
て
彼
の
国
家
論
に
は
、
国
家
を
特
定
の
方
向
へ

と
導
く
推
進
母
体
の
イ
メ
ー
ジ
が
希
薄
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
彼
の
改
革
案
が
必
ず
し
も
現
実
に
は
反
映
さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
一
因
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
そ
れ
で
は
バ
ッ
ク
ヴ
ィ
ス
や
タ
ズ
ビ
ル
の
言
う
よ
う
に
、
ブ
リ
チ
拝
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
改
革
論
は
一
六
世
紀
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
社

会
の
現
実
か
ら
遊
離
し
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
…
に
染
ま
っ
た
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
産
物
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
書
物
の
中
か
ら
足
を
踏
み
出
し

て
、
当
時
の
社
会
の
中
に
彼
の
改
革
論
を
置
い
て
外
か
ら
眺
め
る
時
に
、
そ
こ
に
盛
り
込
ま
れ
た
内
容
が
い
か
な
る
意
味
を
持
ち
得
る
か
を
考

え
て
み
よ
う
。
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①
法
の
源
泉
に
つ
い
て
プ
リ
チ
n
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
は
「
法
律
は
或
は
自
然
か
ら

　
生
じ
、
或
は
慣
習
や
国
民
の
制
度
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
、
ま
た
若
千
は
神
に
由
来

　
す
る
」
と
述
べ
、
「
濁
民
の
制
度
は
も
し
称
賛
に
値
す
る
と
す
れ
ば
、
自
然
の
法

　
な
り
神
の
法
な
り
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
（
H
一
宿
）
。
従
っ

　
て
人
定
法
は
神
の
法
ま
た
は
自
然
法
に
従
属
す
る
。
こ
の
点
は
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ

　
ナ
ス
に
一
致
す
る
。
「
人
間
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
法
は
す
べ
て
、
そ
れ
が
自
然

　
法
か
ら
導
出
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
法
の
本
質
話
葺
0
8
α
q
一
ω
に
与
る
と

　
い
え
る
。
」
『
神
学
大
全
』
第
一
三
冊
（
稲
垣
良
典
訳
）
、
創
文
社
、
一
九
七
七
、
九

　
四
頁
。
但
し
、
W
・
ヴ
ォ
ワ
セ
は
後
期
の
著
作
に
な
る
ほ
ど
自
然
法
が
神
の
法
に

　
対
し
て
優
位
に
立
つ
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
＜
o
尻
ρ
o
㌧
・
回
覧
。
。
・
N
O
O
凸
O
り
・

②
　
従
っ
て
現
実
の
改
革
の
順
序
は
理
論
構
成
上
の
順
序
と
は
逆
に
な
る
と
考
え
る

　
こ
と
が
で
き
る
。
S
・
ピ
フ
コ
は
、
プ
リ
チ
u
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
に
お
け
る
法
は

　
過
渡
的
な
国
家
形
態
の
統
治
原
理
で
あ
り
、
慣
習
の
支
配
す
る
最
終
的
国
家
形
態

　
に
至
る
た
め
に
意
図
的
に
除
去
し
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
と
解
釈
し
、
彼
の

　
改
革
論
を
「
法
治
主
義
冨
σ
Q
巴
貯
旨
」
（
他
律
的
命
令
）
段
階
か
ら
「
道
徳
主
義

　
旨
。
門
田
貯
醤
」
（
自
律
的
規
範
）
段
階
へ
の
二
段
階
構
想
と
し
て
把
握
し
て
い
る
。

　
℃
一
坐
犀
P
o
特
．
竃
帖
‘
ω
．
蒔
Q
。
－
㎝
ト
ひ
．

③
プ
リ
チ
n
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
自
身
は
こ
の
立
法
集
団
に
特
定
の
名
称
を
与
え
て
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い
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
ル
チ
ャ
ク
の
命
名
盆
富
O
窃
⑦
甘
①
。
・
ぎ
旨
富
・
。
ご
膨
）
に
従

　
つ
た
。
　
〉
◆
ピ
ロ
。
箇
㊤
ぎ
b
尋
砺
ミ
ミ
や
喝
§
職
肉
類
ミ
急
心
篭
野
馬
特
o
N
噛
勘
魯
詮
§

　
鵠
§
ミ
霧
§
§
織
ミ
ミ
ミ
恥
誉
ミ
蒜
亀
寄
曙
遷
さ
概
曇
日
建
軌
ミ
（
さ
ミ
ミ
翁
ぎ
、
馬
§
窮

　
さ
ミ
偽
ミ
§
y
N
麟
凱
0
7
一
㊤
O
ρ
ω
．
o
。
や
○
。
9

④
　
　
「
正
、
不
正
を
判
断
す
る
正
義
の
尺
度
は
唯
一
且
つ
獲
久
不
変
で
あ
ら
ね
ば
な

　
ら
な
い
。
ゆ
え
に
公
正
な
る
法
も
ま
た
同
様
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
（
H
悼
爬
窃
）
。

⑤
　
こ
の
《
覧
Φ
σ
ω
》
の
解
釈
に
は
異
議
も
あ
る
。
　
一
五
七
七
年
に
出
版
さ
れ
た
『
国

　
家
改
革
論
』
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
訳
版
に
お
い
て
翻
訳
者
の
C
・
バ
ジ
ー
リ
ク
は
、

　
《
窪
。
ω
見
①
ぼ
ω
》
を
《
窪
N
＆
N
葺
貯
電
鼠
Φ
σ
q
o
》
（
都
市
民
か
ら
三
名
）
と
訳
し
た
。

　
〉
■
男
藁
g
鼠
。
臼
器
’
邑
F
O
特
§
ミ
§
価
お
ミ
“
心
昏
。
落
。
ミ
§
勺
簑
。
鐸
銭

　
O
望
℃
二
撃
p
切
四
塁
臼
6
N
5
一
竃
S
乏
冤
9
一
お
h
o
8
0
際
簿
。
≦
0
≦
錠
。
ウ
溝
毛
2

　
お
α
ω
、
ω
．
り
Q
。
。
こ
の
た
め
バ
ジ
ー
リ
ク
版
に
基
づ
い
て
、
こ
の
部
分
が
都
市
民
の

　
み
を
指
し
て
い
る
と
す
る
見
解
が
か
つ
て
存
在
し
た
。
　
Q
Q
ρ
8
母
ロ
9
く
ω
H
鼻
§
●

　
ミ
‘
ω
」
o
。
⑦
…
≦
・
竃
p
一
一
巳
㊤
一
（
㌧
誉
ミ
篭
§
等
§
霧
§
礼
鳶
㊤
ミ
曾
肉
§
§
帖
鷺
需

　
謎
ミ
O
題
偽
ミ
h
ミ
馬
翫
ミ
的
ミ
ミ
恥
－
画
ミ
ミ
鷲
α
N
ぎ
ミ
零
ミ
三
富
。
適
§
㌧
≦
一
①
P
一
㊤
一
Q
。
」
o
Q
・

　
。
。
ア
㊤
ど
し
か
し
、
プ
リ
チ
腱
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
が
全
身
分
か
ら
の
裁
判
官
選
任
を

　
主
張
し
、
農
民
の
上
級
審
へ
の
控
訴
権
を
擁
護
し
て
い
る
点
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、

　
こ
こ
で
言
う
《
覧
。
σ
ω
》
は
都
市
昆
だ
け
で
な
く
農
罵
を
も
含
む
平
民
を
指
し
て
い

　
る
と
考
え
ら
れ
る
。
9
囚
弓
3
σ
9
着
り
。
》
無
馬
も
●
空
薫
器
…
＜
。
蒙
’
§

　
亀
馬
こ
ω
」
b
。
b
。
卸
U
属
o
N
巴
（
、
愚
●
亀
馬
‘
ω
．
一
b
。
α
1
誌
①
．

⑥
　
一
四
九
六
年
と
一
五
〇
一
年
の
憲
法
に
よ
り
農
民
は
領
主
の
随
伴
な
し
に
城
塞

　
・
都
市
裁
判
所
に
告
訴
す
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
、
一
五
一
八
年
か
ら
は
国
王
裁
判

　
所
へ
の
控
訴
権
を
失
う
。
H
〈
霧
N
ヨ
舘
。
昌
岸
一
い
。
雪
。
犠
。
邑
・
廿
。
》
筆
陣
。
。
。
器
。

⑦
い
旨
N
p
ぎ
愚
’
ミ
｛
ω
’
。
。
メ

⑧
プ
リ
チ
”
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
自
身
が
こ
の
点
を
認
め
て
い
る
。
「
も
し
我
々
が

　
第
一
巻
で
確
か
な
根
拠
を
も
っ
て
示
し
た
よ
う
に
、
國
家
や
公
的
な
人
間
社
会
に

　
お
い
て
、
出
自
や
富
よ
り
も
穂
を
よ
り
上
位
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

　
こ
と
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
学
問
や
高
潔
な
行
い
と
結
び
つ
い
た
徳
が
正
当
に
第

　
一
位
を
占
め
る
べ
き
教
会
に
お
い
て
は
、
な
お
さ
ら
で
は
な
い
か
」
（
同
心
刈
α
）
。

⑨
こ
の
点
に
つ
い
て
は
「
教
会
論
」
第
二
四
章
「
徳
と
学
問
に
よ
っ
て
聖
職
に
任

　
じ
、
聖
職
者
の
団
体
に
加
え
る
べ
き
こ
と
。
一
　
親
族
関
係
、
何
ら
か
の
個
人
的

　
好
意
、
聖
職
売
買
に
よ
ら
ざ
る
べ
き
こ
と
。
二
　
出
自
や
富
に
も
よ
ら
ざ
る
べ
き

　
こ
と
」
（
H
　
偽
刈
笛
－
心
Q
◎
心
）
を
参
照
。

⑩
《
①
ρ
器
ω
8
冠
。
巳
。
る
ε
。
量
簿
一
。
。
2
。
馨
Φ
×
。
。
冒
σ
q
岳
9
。
琵
琶
一
。
首
諺
8
三

　
冨
σ
q
簿
》
。
日
自
鼠
。
言
霊
ヨ
は
、
こ
こ
で
は
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
選
挙
区
と
し
て
の
地
方

　
伴
聖
旨
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
用
法
に
つ
い
て
は
、
搾
○
旨
望
げ
9
蕊
H
鼻

　
寄
ミ
貯
9
三
月
“
§
ミ
亀
画
宅
、
ミ
賜
題
ミ
v
o
ミ
o
S
．
o
轟
§
ミ
≦
孚
丞
N
ヨ
く
2
一
霧
P

　
。
。
」
ミ
参
照
。

＠
　
国
庫
設
立
案
に
つ
い
て
は
目
卜
。
O
令
培
メ
器
？
誘
㊤
参
照
。

⑫
＜
o
尻
魯
。
》
ミ
‘
ω
■
刈
？
。
。
O
口
b
。
。
。
ム
。
。
b
。
弘
ミ
．

⑬
一
五
一
〇
年
か
ら
一
時
、
大
逆
罪
の
対
象
は
上
下
両
院
の
議
員
と
裁
判
官
に
広

　
げ
ら
れ
た
が
、
一
五
三
九
年
に
再
び
国
王
に
限
定
さ
れ
、
以
後
こ
の
解
釈
が
定
着

　
す
る
。
開
勢
O
N
巳
母
O
N
）
、
冒
恥
い
①
診
O
O
O
話
江
噌
§
．
職
計
ω
・
ω
G
o
ト
ニ
占
9
Q
ω
．

⑭
9
P
翌
智
穿
9
〈
。
。
旦
、
、
〉
詮
這
a
閃
藁
。
N
寓
。
費
N
9
く
・
。
三
宅
3
。
。
窪
盆
饗
擁

　
實
p
≦
㊤
話
嘱
ヨ
。
。
匡
。
σ
q
o
、
．
詫
”
℃
き
ミ
§
§
ω
」
δ
占
Q
。
O
．

⑮
佐
々
木
毅
『
主
権
・
抵
抗
権
・
寛
容
ー
ジ
ャ
ソ
・
ボ
ダ
ン
の
国
家
哲
学
1
』

　
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
、
九
八
i
＝
二
〇
頁
参
照
。

⑯
　
例
え
ば
『
逡
遙
演
説
b
に
お
い
て
土
地
を
所
有
す
る
二
布
民
に
シ
ュ
ラ
フ
タ
位

　
を
与
え
る
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
て
お
り
、
出
自
に
代
わ
る
貴
族
位
の
基
準
と
し

　
て
、
国
家
へ
の
貢
献
と
土
地
所
有
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
も
思
わ
れ

　
る
が
、
両
者
の
関
連
は
明
ら
か
で
な
い
。
ル
チ
ャ
ク
は
外
面
的
特
徴
に
よ
る
貴
族

　
（
血
統
と
土
地
所
有
）
と
内
面
的
価
値
に
基
づ
く
本
来
の
貴
族
（
徳
と
学
問
）
へ

　
の
二
分
と
解
釈
し
て
い
る
。
い
g
o
N
p
ぎ
§
・
斜
赴
ω
・
一
目
Q
。
・

⑰
　
閑
0
8
§
含
緊
縛
ミ
。
受
§
誌
三
斜
。
・
■
禽
．
但
し
、
ブ
リ
チ
日
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
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は
教
育
の
内
容
に
は
あ
ま
り
触
れ
て
い
な
い
。
『
国
家
改
革
論
』
の
完
成
に
先
立

　
っ
て
シ
モ
ン
・
マ
リ
チ
ウ
シ
ュ
ω
N
《
ヨ
。
コ
録
聖
女
。
冒
ω
N
の
『
学
校
論
二
巻
』
b
鵯

　
即
ぎ
§
防
畏
睡
暑
糺
§
賦
帖
吻
§
嵐
§
ミ
（
ド
0
黛
）
が
刊
行
さ
れ
た
た
め
、
そ
ち
ら

　
を
参
照
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
（
H
詔
窃
）
。
　
マ
リ
チ
ウ
シ
ュ
に
つ
い
て
は
、

　
扇
田
p
謎
。
斜
、
．
N
已
ρ
ヨ
9
爵
ξ
3
冨
暮
．
ω
塁
旨
g
霞
国
詞
望
。
甘
ω
N
冒
日
嗣
窪
鋒
p
一

　
皿
。
。
9
旨
℃
巴
お
。
σ
q
ぢ
N
ξ
．
．
》
ぞ
”
H
α
こ
N
愚
。
ミ
§
§
§
簑
「
唖
§
這
黛
ミ
帥

　
昏
ミ
。
ぎ
…
勺
養
§
義
§
や
ミ
§
軋
曾
討
曇
罫
斜
≦
貿
ω
N
p
≦
㊤
㍉
り
譲
b
．
a
ω
ふ
8
」
を

　
参
照
。

⑯
「
国
は
、
現
に
わ
れ
わ
れ
が
見
る
通
り
、
い
ず
れ
も
写
る
種
の
共
同
体
で
あ
る
。

　
そ
し
て
共
同
体
は
い
ず
れ
も
或
る
種
の
善
き
も
の
を
目
当
て
に
構
成
さ
れ
た
も
の

　
で
あ
る
。
」
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
「
政
治
学
」
（
山
本
光
雄
）
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
全
集
』

　
一
五
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
、
三
頁
。
或
は
、
「
全
世
界
を
支
配
す
る
最
高
の

神
に
と
っ
て
、
少
な
く
と
も
地
上
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
で
、
法
に
よ
っ
て
結
ば
れ

　
た
、
国
と
よ
ば
れ
る
人
闘
の
結
合
と
集
合
ほ
ど
気
に
入
る
も
の
は
な
い
か
ら
で
あ

　
る
。
」
　
マ
ー
ル
ク
ス
・
キ
ケ
μ
一
「
園
【
家
に
つ
い
て
」
（
隠
道
字
訳
）
『
同
士
心
社
法

　
学
』
一
〇
九
（
昭
和
四
四
）
、
六
二
頁
。
　
プ
リ
チ
”
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
国
家
論

　
に
お
け
る
古
典
古
代
の
著
作
の
影
響
に
つ
い
は
、
同
（
o
計
§
曹
§
無
ミ
鼠
聖
母
融
鳳
㌦

　
窓
ρ
一
一
艮
鼻
噌
ミ
v
．
ミ
”
ω
■
一
一
ω
繭
…
＜
o
貯
◎
愚
■
ミ
．
b
■
ミ
ー
α
9
を
参
照
。

⑲
。
h
’
切
．
Ω
¢
話
営
Φ
ぎ
、
．
頃
曼
。
鎚
鼠
9
旨
霧
ω
鉱
。
σ
q
。
℃
『
。
σ
q
『
p
き
。
覧
①
ぼ
津
α

　
害
。
σ
q
一
壷
一
一
〇
匿
名
ε
。
・
江
。
ω
℃
o
蔓
♂
く
。
ま
応
唱
窪
℃
o
蔓
N
ヨ
ロ
’
く
メ
く
目
≦
”
、
ヤ
ト

　
U
o
乱
p
け
。
け
帥
一
‘
ぎ
㌃
ぎ
き
師
き
爵
“
龍
㍉
砺
誌
§
“
§
帖
聲
q
建
隷
ミ
馬
§
鳶

　
特
。
㌃
ミ
§
≦
響
く
。
N
p
乏
ρ
ち
圃
b
。
い
ρ
N
O
『
鼠
輩
．

130 （596）

第
三
章
　
構
想
と
現
実
の
あ
い
だ

　
一
六
世
紀
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
政
治
状
況
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
ブ
リ
チ
馴
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
国
家
改
革
論
を
読
む
時
、
読
者
は
そ

こ
に
大
き
な
空
白
の
存
在
を
認
め
る
。
そ
れ
は
、
国
王
と
そ
の
周
辺
－
元
老
院
を
含
め
て
一
に
与
え
ら
れ
た
叙
述
の
量
と
墨
隈
の
大
き
さ

に
比
べ
て
、
代
議
院
に
関
す
る
記
述
が
量
的
に
見
て
も
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
L
・
コ
ノ
プ
チ
ン
ス
キ
は
リ
ベ
ル
ム
・
ヴ
ェ
ト
研
究
の
中
で
こ

の
点
に
つ
い
て
早
く
か
ら
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
た
。
「
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
は
当
時
の
進
歩
的
潮
流
の
代
表
者
と
し
て
、
ま
た
時
代
に
は
る

か
に
先
ん
じ
た
法
の
前
の
平
等
の
先
駆
者
と
し
て
は
偉
大
で
あ
る
が
、
当
時
の
出
来
事
の
重
要
性
を
全
く
理
解
せ
ず
、
議
会
改
革
の
価
値
を
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

当
に
評
価
し
な
か
っ
た
。
幾
つ
か
の
道
徳
的
な
警
句
を
除
け
ば
、
代
議
院
に
つ
い
て
い
か
な
る
言
及
も
み
ら
れ
な
い
。
」

　
こ
の
点
に
ブ
リ
チ
u
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
「
意
図
せ
ざ
る
、
無
意
識
的
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
を
見
い
出
し
た
の
が
バ
ヅ
ク
ヴ
ィ
ス
で
あ
っ
た
。
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

は
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
議
会
と
の
関
わ
り
方
が
決
し
て
緊
密
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
教
育
原
理
の
主
張
に

着
目
す
る
。
バ
ッ
ク
ヴ
ィ
ス
に
よ
れ
ば
、
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
重
視
し
た
「
学
校
身
分
」
は
個
人
的
・
階
級
的
利
害
か
ら
離
れ
て
難
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③

問
に
判
断
を
下
す
だ
け
で
な
く
、
「
他
の
諸
身
分
を
監
視
し
、
管
理
し
、
指
導
す
る
社
会
の
頭
脳
」
で
あ
る
。
問
題
は
当
時
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
に

こ
の
よ
う
な
集
団
が
成
立
す
る
余
地
が
あ
っ
た
か
否
か
に
あ
る
。
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
は
代
議
院
の
シ
ュ
ラ
フ
タ
以
外
の
揚
所
に
そ
れ

を
求
め
た
。
彼
の
描
く
国
家
は
「
元
老
院
議
員
一
人
文
主
義
者
一
①
ω
ω
Φ
⇔
繋
①
旨
甲
ゴ
B
露
一
ω
富
ω
一
の
支
配
す
る
国
家
で
あ
り
、
バ
ッ
ク
ヴ
ィ

ス
に
よ
れ
ぽ
、
そ
れ
は
彼
が
著
述
活
動
を
始
め
た
一
五
四
三
年
に
は
既
に
決
定
的
に
過
去
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
シ
ュ
ラ
フ
タ
こ
そ
が
す
べ

て
に
お
い
て
有
能
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
た
「
上
昇
し
、
勝
ち
誇
り
、
活
力
と
才
能
に
溢
れ
た
階
級
」
で
あ
り
、
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

が
考
え
て
い
る
専
門
的
知
識
人
の
支
配
は
現
実
に
は
存
在
し
な
い
「
過
去
を
向
い
た
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
の
幻
影
」
に
過
ぎ
な
い
。
バ
ッ
ク
ヴ
ィ
ス

は
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
を
「
懐
古
主
義
者
℃
霧
ω
愈
・
・
港
」
と
呼
び
、
次
の
よ
う
な
評
価
を
下
し
て
い
る
。
「
彼
は
あ
ら
ゆ
る
社
会
的
枠
組

の
外
で
知
的
に
生
き
る
そ
の
や
り
方
に
よ
っ
て
、
自
ら
が
ま
さ
し
く
真
の
知
識
人
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
し
て
彼
は
、

一
連
の
根
本
的
な
改
革
に
よ
っ
て
（
確
信
に
盗
れ
て
は
い
な
い
と
し
て
も
否
定
し
難
い
活
力
で
も
っ
て
）
国
家
と
社
会
を
変
え
つ
つ
あ
っ
た
階

級
か
ら
分
離
し
た
。
彼
は
、
彼
ら
の
利
己
主
義
的
な
関
心
を
抑
え
る
こ
と
で
満
号
せ
ず
に
気
が
狂
っ
た
よ
う
に
彼
ら
の
政
治
的
権
利
を
否
定
し
、

彼
ら
の
倫
理
的
動
機
を
足
蹴
に
し
、
果
て
は
彼
ら
に
社
会
に
お
け
る
い
か
な
る
居
場
所
も
与
え
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
彼
は
自
ら
自
分
の
境
遇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
有
罪
宣
告
を
下
し
た
の
で
あ
る
。
」

　
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
提
起
し
た
改
革
案
の
中
に
、
当
時
の
社
会
状
況
の
中
で
は
実
現
困
難
も
し
く
は
実
現
不
可
能
と
思
わ
れ
る
点

が
多
々
あ
る
こ
と
は
我
々
も
ま
た
認
め
る
。
可
能
態
と
し
て
の
理
想
国
家
を
対
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
実
の
国
家
を
批
判
す
る
と
い
う
方
法

に
必
然
的
に
伴
い
が
ち
な
ユ
…
ト
ピ
ア
的
性
格
も
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
、
都
市
民
や
農
民
に
代
議
院
に
お
け
る
代
表
権
を
認
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
身
分
制
議
会
の
社
会
的
基
盤
を
拡
充
す
る
と
い
う
発
想
を
欠
い
て
い
た
点
で
、
ブ
リ
チ
睦
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
議
会
に
関
す
る
議
論
は
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

か
に
「
先
見
の
明
を
欠
い
て
い
る
」
（
ル
チ
ャ
ク
）
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
点
を
認
め
た
上
で
な
お
、
バ
ッ
ク
ヴ
ィ
ス
の
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
評
価
に
は
若
干
の
疑
問
が
残
る
。
そ
れ
は
、

評
価
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
一
六
世
紀
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
観
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
才
童
で
我
々
が
考
察
し
た
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
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エ
フ
ス
キ
の
重
要
な
論
点
と
の
関
連
の
上
で
、
な
お
検
討
を
要
す
る
幾
つ
か
の
問
題
点
が
存
在
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
第
一
に
代
議

院
は
政
治
的
決
定
権
を
ど
の
程
度
ま
で
掌
握
し
て
い
た
の
か
、
第
二
に
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
知
的
水
準
は
他
の
階
層
に
比
べ
て
際
立
っ
て
い
た
か
、

第
三
に
シ
ュ
ラ
フ
タ
身
分
は
閉
ざ
さ
れ
た
身
分
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
答
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ブ
リ
チ
臓
モ

ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
改
革
案
が
ど
の
程
度
当
時
の
現
実
を
顧
慮
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
が
あ
る
程
度
ま
で
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
一
点
に
関
し
て
は
、
ヤ
ギ
ェ
ウ
ォ
朝
断
絶
（
一
五
七
二
年
目
以
前
の
段
階
に
お
け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
権
の
力
を
過
小
評
価
す
る
こ
と
は
で
き

　
⑦
な
い
。
当
時
国
王
の
周
辺
に
は
新
た
な
行
政
機
構
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
、
国
王
官
房
を
中
心
と
し
た
国
王
秘
書
官
の
グ
ル
ー

プ
で
あ
る
。
秘
書
官
職
は
高
位
官
職
へ
の
キ
ャ
リ
ア
の
出
発
点
に
位
置
し
、
そ
の
任
命
は
国
王
が
行
っ
た
。
能
力
と
教
養
に
秀
で
て
い
れ
ぼ
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

位
の
身
分
か
ら
の
登
用
も
あ
り
得
た
。
彼
ら
は
国
王
の
片
腕
と
し
て
、
内
政
・
外
交
上
の
様
々
な
任
務
に
用
い
ら
れ
た
。
い
ま
ひ
と
つ
は
、
行

・
財
政
、
司
法
上
の
特
定
の
問
題
を
担
当
す
る
た
め
に
国
王
の
名
の
も
と
に
随
時
召
集
さ
れ
る
「
国
王
委
員
会
騨
。
邑
ω
宙
ξ
2
Φ
嵩
路
ρ
」
で
あ

⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

る
。
一
五
六
八
年
に
ジ
グ
ム
ン
ト
・
ア
ウ
グ
ス
ト
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
「
海
事
委
員
会
践
。
巳
。
。
建
窯
。
邑
（
p
」
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
、

ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
自
身
が
、
非
常
勤
で
は
あ
っ
た
が
、
国
王
秘
書
官
と
し
て
主
と
し
て
外
交
上
の
任
務
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
想

起
す
る
必
要
が
あ
る
。
外
交
政
策
に
お
け
る
国
王
の
権
限
は
大
き
く
「
通
常
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
議
会
の
意
見
と
決
定
は
必
要
と
し
な
い
」
「

　
　
　
⑪

の
で
あ
る
。
ジ
グ
ム
ン
ト
・
ア
ウ
グ
ス
ト
治
下
に
進
行
し
た
こ
れ
ら
の
国
王
の
周
囲
の
新
た
な
統
治
の
核
の
形
成
に
歯
止
め
が
か
か
る
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

よ
う
や
く
一
六
世
紀
末
か
ら
一
七
世
紀
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
王
権
と
議
会
の
関
係
も
、
単
な
る
両
者
の
対
抗
関
係
に
還
元
し
え
な
い
側
面
を
含
ん
で
い
る
。
国
王
は
議
会
を
構
成
す
る
不
可
欠
の
身
分
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
で
あ
り
、
そ
の
発
言
力
は
大
き
く
、
し
ば
し
ぼ
議
決
の
行
方
を
決
定
的
に
左
右
し
た
。
議
会
の
制
度
的
枠
組
は
整
え
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

国
王
の
枢
密
機
関
と
し
て
の
性
格
を
払
拭
し
き
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
元
老
院
に
関
し
て
は
、
国
王
が
こ
れ
を
召
集
し
、
構
成
員
を
ほ
ぼ
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

由
に
選
任
し
た
の
で
あ
り
、
代
議
院
に
関
し
て
も
、
選
挙
区
割
と
議
員
数
の
決
定
に
介
入
す
る
こ
と
に
よ
り
相
当
の
影
響
力
を
行
使
し
え
た
。

代
議
院
の
中
小
シ
ュ
ラ
フ
タ
を
中
心
に
ジ
グ
ム
ン
ト
一
世
治
下
に
始
ま
っ
た
所
謂
「
法
の
執
行
」
運
動
の
経
過
が
こ
の
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
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る
。　

こ
の
運
動
は
不
当
に
譲
渡
さ
れ
た
王
領
地
の
返
還
、
リ
ト
ワ
ニ
ア
・
プ
ロ
シ
ア
と
の
合
同
、
教
会
裁
判
権
停
止
と
十
分
の
一
旦
廃
止
等
の
要

求
を
掲
げ
て
、
一
五
五
八
・
五
九
年
の
ピ
ョ
ー
ト
ル
ク
フ
議
会
で
最
大
の
争
点
と
な
る
が
、
執
行
派
は
こ
の
時
点
ま
で
は
国
王
と
元
老
院
の
抵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

抗
に
屈
し
て
、
教
会
問
題
を
除
け
ば
さ
し
た
る
成
果
を
あ
げ
て
い
な
い
。
ジ
グ
ム
ン
ト
・
ア
ウ
グ
ス
ト
は
そ
の
後
三
年
間
、
議
会
を
開
か
ず
に

統
治
を
行
っ
た
後
、
一
五
六
二
年
、
方
針
を
変
更
し
て
議
会
を
召
集
し
、
以
後
「
法
の
執
行
偏
運
動
は
国
王
の
支
持
の
も
と
で
急
速
に
成
果
を

　
　
　
　
⑰

あ
げ
て
い
く
。
こ
の
事
実
が
示
唆
す
る
こ
と
は
二
つ
あ
る
。
第
一
に
、
国
王
の
方
針
変
更
の
背
後
に
は
王
室
財
政
の
窮
迫
と
執
行
派
の
勢
力
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

大
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
国
王
の
態
度
が
運
動
の
実
効
力
を
大
き
く
左
右
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
第
二
に
、
少
く
と
も
一
五
六
二
年
の
執

行
改
革
に
至
る
ま
で
は
、
国
王
の
政
策
の
基
本
方
向
は
、
王
権
の
手
足
と
し
て
活
動
す
る
エ
リ
ー
ト
の
協
力
を
得
て
シ
ュ
ラ
フ
タ
と
そ
の
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

機
関
の
政
治
的
影
響
力
の
増
大
を
抑
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
少
く
と
も
『
國
家
改
革
論
』
の
執
筆
時
（
一
五
四
八

一
五
一
）
に
は
政
治
的
決
定
権
は
い
ま
だ
代
議
院
の
占
有
す
る
と
こ
ろ
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
国
王
と
そ
の
周
囲
の
行
政
機
構
の
役
割
は
な
お

無
視
し
え
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
第
二
の
問
題
　
　
各
身
分
の
知
的
水
準
1
に
つ
い
て
は
、
史
料
上
の
制
約
と
方
法
論
上
の
難
点
の
た
め
に
断
定
的
な
こ
と
を
言
う
の
が
難

し
い
が
、
こ
こ
で
は
ひ
と
つ
の
指
標
と
し
て
識
学
率
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
一
六
世
紀
に
関
し
て
こ
の
問
題
に
先
鞭
を
つ
け
た
A
・
ヴ
ィ
チ

ャ
ニ
ス
キ
は
、
一
五
六
四
一
六
五
年
に
作
成
さ
れ
た
ク
ラ
ク
フ
州
の
租
税
受
領
証
書
に
残
さ
れ
て
い
る
署
名
を
検
討
し
、
表
2
に
示
す
よ
う
な

結
果
を
得
た
。
こ
の
統
計
に
よ
る
限
り
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
身
分
の
識
字
率
は
他
の
諸
階
層
に
比
べ
て
抜
き
ん
出
て
高
い
と
は
言
い
難
い
。
ヴ
ィ
チ

ャ
ニ
ス
キ
は
読
み
書
き
の
知
識
が
都
市
民
に
お
い
て
も
少
く
と
も
シ
ュ
ラ
フ
タ
と
同
様
に
普
及
し
て
い
た
と
推
論
し
、
当
時
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

男
性
人
口
の
一
二
％
が
文
字
を
書
く
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
見
積
も
っ
て
い
る
。

　
但
し
こ
の
数
字
は
一
地
域
の
一
年
聞
の
史
料
に
依
拠
し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
一
般
化
す
る
の
は
危
険
で
あ
る
。
少
し
遅
れ
て
一
五
七
五
－
九

〇
年
の
ク
ラ
ク
フ
城
塞
裁
判
所
の
調
書
に
残
さ
れ
た
署
名
に
基
い
て
、
W
・
ウ
ル
バ
ン
は
表
3
に
掲
げ
た
よ
う
な
識
字
率
を
算
定
し
た
。
こ
の
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表2　1564－1565年のクラクフ州（wojew6dztwo　krakowskie）における
　　　諸社会集団の諸字率

そのうち，文
字を知らない
ことが石崔認さ

れる者

　実数

文字を知らな

いと推定され

る者

実数　　％

文字の書け

る者

％実数

3
　
3
　
　
　
　
1
　
r
ひ
　
1
　
　
　
　
2

9
9
1
8
5
7
1
4
7
3
4
2
2
4

13

130

29

48

59

43

　9

10

皿
9
筍
四
5
3
6
6
㎎
肌

鵬
1
3
5
2
0
研
舘
組
燭

一シュラフタ
1．官吏，朝臣，従僕

2．農民を保有しない小シュラフタ

3．日雇労働者を雇用している小シュラフタ

4．小土地所有者（納税額30gr以下）

5，土地所有者（納税額30gr以上，3盆未満）

6，土地所有者（納税額3zま以上，10z｝未満）

7．富裕なシュラフタ（納税額10z士以上）

8，分類不能なシ＝ラフタ

154357 341t58計小

78

X
6
7
4

14

S
2
4
3

22

X1

X4

Q6

4
3
9
3
2
1
5

H一一のカテゴリー

1．農　　　民

　2．　者1≦　Tii　　民

3，聖　職者
4．女　　　性

合 計　（1＋1） 548 Jr8 404 42 15

A．　Wyezafiski，　“Alphab6tisation　et　structure　sociale　en　Pologne　au　Kx　VIO

Aotnales　E．　S．　C．，24－3（1974），　p．708．より作成。

si6cle　”，

統
計
に
従
え
ば
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
識
字
率
は
ヴ
ィ
チ
ャ
ニ

ス
キ
の
結
果
よ
り
も
全
般
に
高
く
、
農
民
の
そ
れ
は
格
段

に
低
い
。
ま
た
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
識
字
率
が
高
く
、
キ
リ
ス

ト
教
徒
の
都
市
民
に
関
し
て
は
上
層
と
下
層
で
か
な
り
の

格
差
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
全
人
口
中

に
占
め
る
識
字
者
の
比
率
を
計
算
す
る
と
男
性
一
七
・
五

％
、
女
性
四
％
と
い
う
数
字
が
得
ら
れ
、
ウ
ル
バ
ン
は
ル

ネ
サ
ン
ス
期
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
出
版
物
が
十
分
多
く
の
読

者
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
点
で
ヴ
ィ
チ
ャ
ン
ス
キ
の
主
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
裏
付
け
た
と
考
え
て
い
る
。

　
勿
論
、
識
字
率
だ
け
で
文
化
的
水
準
を
決
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
し
、
そ
も
そ
も
署
名
と
い
う
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ

な
技
能
の
有
無
か
ら
識
字
率
を
算
定
す
る
こ
と
自
体
に
無

理
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
数

字
の
背
後
に
一
六
世
紀
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
教
区
学

校
の
増
設
に
よ
る
初
等
教
育
の
普
及
と
い
う
現
象
が
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

す
る
こ
と
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
当
時
の
人
文
主

義
老
M
・
ク
ロ
メ
ル
囚
目
。
ヨ
窪
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て

い
る
。
「
貧
し
い
者
も
富
め
る
者
も
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
も
平
民
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表3　小ポーランドの諸社会集団における識字率

識字者内の比率
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も
、
そ
し
て
と
り
わ
け
都
市
民
が
、
子
供
を
早
く
か
ら
ラ

テ
ン
語
に
慣
れ
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
男
の
子
を
学
校
に
や

っ
た
り
教
師
に
つ
け
た
り
し
て
い
る
。
ラ
テ
ン
系
の
地
方

で
さ
え
、
当
地
ほ
ど
多
く
の
ラ
テ
ン
語
で
話
す
こ
と
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

き
る
庶
民
を
見
い
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
」
他
な
ら
ぬ
ブ

リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
自
身
が
当
時
の
教
育
水
準
の
上

昇
を
肌
で
感
じ
て
い
た
。
「
確
か
に
我
々
の
時
代
は
、
以

前
の
時
代
に
比
べ
て
は
る
か
に
教
育
が
普
及
し
て
い
る
。

人
び
と
の
か
な
り
の
部
分
が
聖
・
俗
の
書
物
に
よ
く
通
じ
、

そ
れ
ら
を
何
遍
も
読
み
返
し
て
い
る
」
（
H
H
綴
O
）
。
　
こ
れ

ら
の
文
章
に
は
人
文
主
義
者
に
つ
き
も
の
の
誇
張
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

当
時
、
ク
ラ
ク
フ
大
学
へ
の
国
内
か
ら
の
入
学
者
数
で
は

都
市
民
は
シ
ュ
ラ
フ
タ
を
上
回
っ
て
お
り
、
医
学
を
除
け

ば
、
学
位
を
取
得
し
て
卒
業
し
た
者
の
圧
倒
的
多
数
は
都

　
　
　
　
　
⑳

市
民
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
ブ
リ
チ
ー
モ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ジ
ェ
フ
ス
キ
の
「
学
校
論
」
の
社
会
的
背
景
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
の
問
題
は
社
会
的
流
動
性
の
有
無
に
関
わ
る
。
こ
の
問
題
に
関
す
る
研
究
を
続
け
て
き
た
W
・
ド
ヴ
ォ
ジ
ャ
チ
ェ
ク
は
、
法
的
側
面
だ

け
を
見
る
限
り
、
一
五
世
紀
を
通
じ
て
貴
族
と
平
民
の
間
に
存
在
し
た
中
間
的
階
層
は
消
滅
し
、
一
六
世
紀
初
頭
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
貴
族
は
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㊧

既
に
「
厳
密
に
定
義
さ
れ
た
法
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
て
い
た
扁
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
必
ず
し
も
下
位
身
分
か

ら
シ
ュ
ラ
フ
タ
身
分
へ
の
上
昇
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
国
王
に
よ
る
貴
族
叙
任
は
む
し
ろ
一
六
世

　
　
　
　
　
⑳

紀
に
増
加
す
る
。
叙
任
の
理
由
は
多
様
で
あ
り
、
軍
事
上
の
功
績
者
、
外
国
人
の
傭
兵
隊
長
、
大
都
市
の
都
市
民
、
聖
職
者
（
と
り
わ
け
司
教
座

聖
堂
参
事
会
員
）
、
ク
ラ
ク
フ
大
学
教
授
・
国
王
や
有
力
マ
グ
ナ
ー
ト
付
き
の
医
師
・
法
律
家
等
の
知
識
人
、
国
王
官
吏
や
マ
グ
ナ
ー
ト
の
従
僕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

等
の
ケ
ー
ス
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
国
正
に
よ
る
シ
ュ
ラ
フ
田
野
授
与
は
、
一
五
七
八
年
に
叙
任
が
議
会
の
会
期
中
に
限
定
さ
れ
、
更
に
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

六
〇
一
年
に
個
々
の
ケ
ー
ス
に
関
し
て
議
会
の
承
認
が
必
要
と
さ
れ
る
ま
で
は
、
合
法
的
な
社
会
的
上
昇
の
重
要
な
経
路
と
な
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
合
法
的
な
手
段
に
よ
る
も
の
よ
り
も
、
非
合
法
な
経
路
に
よ
る
貴
族
身
分
へ
の
流
入
の
方
が
は
る
か
に
多
か
っ
た
と

　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
オ
ス

見
ら
れ
る
。
財
産
を
蓄
積
し
た
平
民
が
、
当
時
の
「
名
前
と
絞
章
の
混
乱
」
を
利
用
し
て
旧
家
の
貴
族
を
詐
称
す
れ
ぼ
、
そ
れ
は
し
ば
し
ば
成

　
　
⑳

些
し
た
。
一
般
的
な
経
路
と
し
て
は
、
有
力
な
マ
グ
ナ
ー
ト
の
も
と
に
伺
候
し
た
り
、
裁
判
所
の
書
記
を
勤
め
た
り
、
或
は
軍
事
上
の
奉
仕
に

よ
り
財
産
と
一
定
の
社
会
的
地
位
を
確
保
し
た
上
で
、
生
地
か
ら
遠
い
地
方
の
土
地
を
購
入
し
、
廠
縁
関
係
を
結
ぶ
等
し
て
近
隣
の
貴
族
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
受
け
入
れ
ら
れ
て
行
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
偽
の
告
発
者
と
証
人
を
用
意
し
て
、
敢
え
て
自
ら
を
貴
族
位
の
詐
称
の
容
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

で
告
訴
さ
せ
、
法
廷
で
身
の
証
し
を
た
て
て
法
的
根
拠
を
捏
造
す
る
こ
と
に
よ
り
社
会
的
信
用
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
事
例
す
ら
見
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
確
か
に
非
シ
ュ
ラ
フ
タ
と
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
間
に
は
法
的
障
壁
は
存
在
し
た
が
、
そ
れ
は
実
際
に
は
様
々
な
手
段
に
よ
っ
て
越
え
る
こ

と
の
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
考
察
の
結
果
は
、
以
下
の
三
点
を
示
唆
す
る
。
第
一
に
、
代
議
院
の
シ
ュ
ラ
フ
タ
ー
バ
ッ
ク
ヴ
ィ
ス
の
言
う
「
国
家
と
社
会
を
変

え
つ
つ
あ
っ
た
階
級
偏
i
は
、
少
く
と
も
一
五
六
二
年
ま
で
は
単
独
で
政
治
的
主
導
権
を
握
ら
な
か
っ
た
。
第
二
に
、
知
的
水
準
に
関
し
て

シ
ュ
ラ
フ
タ
は
他
の
諸
身
分
か
ら
隔
絶
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
第
三
に
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
は
他
の
諸
身
分
か
ら
完
全
に
分
断
さ
れ
た
閉

鎖
的
身
分
で
は
な
く
、
当
時
の
社
会
は
あ
る
程
度
の
社
会
的
流
動
性
を
保
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
前
提
の
上
に
立
っ
て
、
い
ま
一
度
ブ
リ
チ

ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
改
革
案
を
振
り
返
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
少
く
と
も
執
筆
時
点
に
お
い
て
は
、
あ
る
程
度
当
時
の
社
会
の
現
実
を
踏
ま
え
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て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
を
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
に
と
ら
わ
れ
た
懐
古
趣
味
的
議
論
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
無
論
、
そ
の
現
実
は
彼
に
と
っ
て
満
足
す
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
彼
は
財
力
や
不
正
な
手
段
に
よ
っ
て
社
会
的
上
昇
の
欲
求

を
満
た
そ
う
と
す
る
者
に
は
終
始
批
判
的
で
あ
っ
た
。
官
職
を
ゆ
だ
ね
る
際
に
は
「
徳
と
学
問
、
及
び
そ
の
人
物
が
何
に
適
し
て
い
る
か
を
第

一
に
考
慮
す
る
べ
き
」
で
あ
る
（
H
日
二
）
。
「
も
し
不
正
に
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
者
に
官
職
を
拒
む
と
す
れ
ば
、
金
で
購
お
う
と
す
る
者
は
な

お
さ
ら
で
は
な
い
か
」
（
H
H
謡
）
。

　
従
っ
て
、
国
王
を
中
心
と
す
る
行
政
機
構
の
拡
充
、
教
育
原
理
に
基
づ
く
社
会
塁
上
昇
等
の
彼
の
一
連
の
主
張
は
、
い
わ
ば
当
時
の
法
制
度

の
枠
組
か
ら
は
み
出
し
て
、
時
に
は
無
秩
序
に
存
在
し
て
い
た
動
き
を
よ
り
合
理
的
な
基
準
に
よ
っ
て
秩
序
づ
け
、
制
度
化
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
彼
の
改
革
論
は
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
突
出
に
よ
っ
て
有
機
的
調
和
を
脅
か
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
家
を
、
確
固
た

る
地
盤
の
上
に
建
て
直
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
彼
は
自
ら
の
人
文
主
義
的
教
養
の
中
に
国
家
論
の
モ
デ
ル
を
求
め
、
大
学
で

の
体
験
や
公
証
人
・
国
王
秘
書
官
と
し
て
の
経
験
に
基
づ
い
て
、
当
時
の
社
会
に
存
在
す
る
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
独
占
的
支
配
の
及
ん
で
い
な
い
幾

つ
か
の
領
域
を
制
度
化
し
て
国
家
機
構
の
内
部
に
組
み
込
も
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
ブ
リ
チ
”
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
踏
ま
え
て
い
た
地
盤
が
そ
の
後
急
速
に
堀
り
崩
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
国
王
の

支
持
を
得
た
「
法
の
執
行
」
運
動
は
、
「
領
地
の
執
行
」
に
よ
る
王
領
地
回
復
と
王
領
地
収
入
に
よ
る
常
備
軍
（
芝
。
甘
ぎ
財
≦
母
。
猷
ξ
）
の
設
置
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

「
ル
ブ
リ
ン
の
合
同
」
（
一
五
六
九
年
）
に
よ
る
領
土
的
統
合
の
強
化
等
の
成
果
を
あ
げ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
政
策
決
定
の
場
を
非
シ
ュ
ラ
フ
タ

身
分
に
開
放
す
る
も
の
で
は
い
さ
さ
か
も
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
従
来
、
都
市
代
表
も
参
加
し
て
い
た
王
領
プ
ロ
シ
ア
の
議
会
は
、
ポ
ー
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ド
と
の
統
合
の
強
化
に
伴
っ
て
一
地
方
議
会
に
格
下
げ
さ
れ
、
占
領
プ
ロ
シ
ア
の
諸
都
市
は
国
政
レ
ベ
ル
で
の
代
表
権
を
失
っ
た
。
一
五
七
二

年
、
ブ
リ
チ
に
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
死
去
に
数
ヵ
月
先
立
っ
て
ヤ
ギ
ェ
ゥ
ォ
王
朝
は
断
絶
し
、
翌
七
三
年
か
ら
の
選
挙
王
制
の
開
始
に
よ
り
、

ポ
…
ラ
ン
ド
王
権
は
新
た
な
局
面
を
迎
え
る
。
　
一
五
七
八
年
の
王
国
裁
判
所
日
算
σ
螂
⇔
鉢
囚
o
H
9
ご
屯
の
設
置
は
、
そ
の
意
味
で
は
象
徴
的
な

出
来
事
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
議
会
で
選
出
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
最
高
裁
判
所
で
あ
り
、
ブ
リ
チ
腫
モ
ド
ジ
ェ
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フ
ス
キ
が
待
ち
望
ん
で
い
た
全
身
分
の
裁
判
官
か
ら
成
る
最
高
裁
判
所
と
は
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
司
法
機
関
の
成
立
に
よ
っ
て

最
高
裁
判
権
は
国
王
か
ら
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
手
に
移
り
、
王
権
は
ま
た
ひ
と
つ
そ
の
権
能
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。
更
に
、
一
五
七
八
年
と
一
六
〇

一
年
の
二
回
に
わ
た
っ
て
国
王
の
貴
族
叙
任
に
対
す
る
議
会
の
介
入
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
合
法
的
な
社
会
的
上
昇
の
道
は
狭
ば
め
ら

れ
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
身
分
の
閉
鎖
性
は
高
め
ら
れ
た
。
折
か
ら
の
反
宗
教
改
革
の
進
展
は
、
　
「
異
端
者
」
と
し
て
の
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

像
を
定
着
さ
せ
、
人
び
と
は
彼
の
著
作
か
ら
書
軸
か
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
、
彼
の
改
革
論
を
受
容
す
る
基
盤
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
か
ら

失
わ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
構
想
と
現
実
の
あ
い
だ
は
、
確
か
に
始
め
か
ら
遠
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
「
あ
な
た
方
が
ど
う
か
あ
な
た
方
の
ブ
リ
チ
か
ら
の
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

贈
り
物
を
受
け
取
り
、
友
人
に
打
た
れ
る
こ
と
は
敵
に
接
吻
さ
れ
る
よ
り
も
よ
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
心
に
留
め
ら
れ
ま
す
よ
う
」
（
目
屋
H
）
。

し
か
し
、
こ
の
「
友
人
」
の
忠
告
は
、
忘
却
の
霧
の
彼
方
で
ま
す
ま
す
遠
い
声
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

①
い
丙
0
8
℃
。
ミ
諺
】
F
富
卜
＆
き
§
ミ
ミ
。
…
弱
ミ
馬
⇔
ミ
鳶
譜
表
N
§
§
§
＆

　
譜
引
田
§
曽
ミ
嵩
ξ
ミ
ミ
忌
、
ゆ
勺
曽
β
一
り
G
。
ρ
唱
」
。
。
①
．

②
切
霧
雲
く
β
愚
。
鼠
厚
目
℃
」
刈
O
占
謡
．

③
奪
画
3
℃
℃
．
ミ
軒
ミ
9

④
き
ミ
‘
喝
℃
。
b
。
O
ω
l
b
。
逡
■

⑤
　
き
篤
3
や
目
。
。
ρ
b
。
8
も
O
メ

⑥
じ
8
録
ぎ
§
’
ミ
赴
ω
○
。
P

⑦
こ
の
点
に
つ
い
て
は
既
に
K
・
グ
ジ
ボ
フ
ス
キ
が
指
摘
し
て
い
た
が
、
近
年
で

　
は
A
・
ヴ
ィ
チ
ャ
ニ
ス
キ
が
比
較
史
的
観
点
に
立
ち
つ
つ
強
調
し
て
い
る
。
　
〉
■

　
乏
《
。
N
p
診
匡
㌧
㌧
ミ
い
ぎ
竃
中
ミ
愚
爵
詫
ミ
恥
昏
ミ
鶏
ミ
㌧
≦
鷲
乙
。
母
謹
2
お
お
●
〔
以

　
下
℃
。
、
軌
ぎ
と
略
す
〕
。
ヴ
ィ
チ
ャ
ニ
ス
キ
の
主
張
の
概
要
は
次
の
二
論
文
か
ら

　
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
〉
。
≦
k
。
国
蝕
ω
匡
い
．
．
雲
δ
箕
。
玄
①
ヨ
o
h
雲
二
6
械
一
ぞ

　
貯
五
型
。
。
韓
7
8
コ
ε
蔓
℃
o
冨
＆
”
雪
。
ω
。
・
ミ
ぎ
器
ぎ
匪
㊦
壱
冨
＄
鉱
8
．
．
」
営
こ
’

　
剛
く
噸
冠
雪
。
δ
鼠
。
N
a
‘
」
沁
竜
軸
さ
§
魚
≧
＆
§
”
砺
ミ
ミ
馬
動
冒
㌧
ミ
罫
ミ
詮
。
曙

　
ミ
」
。
。
ミ
、
9
ヨ
葺
＆
σ
q
9
5
◎
。
さ
。
も
℃
・
①
？
ε
◎
。
…
H
α
こ
．
、
艮
さ
。
。
誘
け
。
目
。
時
℃
o
芝
賃

　
貯
℃
o
冨
邑
」
お
δ
占
象
Q
。
．
．
し
2
＞
．
窯
ゆ
。
鑓
ぎ
朔
曽
旨
ω
o
ぎ
顕
彰
辞
や
じ
む
貰
閤
。

　
。
匹
ω
・
”
肉
蕊
㍗
9
ミ
§
N
津
ミ
§
馬
§
馬
碁
蕊
ミ
§
“
肉
き
｝
郵
ミ
馬
誉
ミ
§
ミ
勘
な

　
導
馬
鶏
e
馬
ミ
§
§
“
§
馬
ミ
ど
9
ヨ
耳
ε
α
q
①
」
り
。
。
9
娼
や
置
O
ー
ヨ
b
。
■

⑧
≦
）
、
o
N
蝕
ω
鐵
b
勺
ミ
い
ぎ
、
ω
」
。
。
q
I
お
9
＞
●
月
。
諺
o
N
算
㌧
碁
、
§
馬
壕
b
偽
｝
き
惹
肋
ミ
㌧

　
昏
§
習
蒜
薦
鑓
ぎ
§
（
O
瀞
．
　
N
回
O
栽
－
N
“
％
職
）
㌧
8
9
巨
レ
8
。
。
㌧
ω
■
㊤
？
り
N

⑨
　
≦
冤
。
N
蝕
ω
義
、
℃
o
㌃
ぎ
層
ω
」
Q
。
9

⑩
罫
し
づ
。
。
N
聲
O
ミ
§
ミ
壽
こ
周
ミ
誉
昏
喧
窃
ミ
”
黛
＆
騒
山
野
§
魯
ミ
隷
ミ
．

　
≦
δ
o
戸
〆
く
騨
低
己
一
㊤
刈
G
ゆ
陶
ω
．
α
∴
刈
■

⑪
≦
鴇
N
蝕
ω
蒼
ぎ
奪
3
ω
」
一
ω
9

⑫
奪
ミ

⑭
　
き
藁
い
。
・
．
一
し
。
7
お
ω
’

⑭
　
K
・
グ
ジ
ボ
フ
ス
キ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
君
主
が
国
藁
葺
三
つ
の
位
相
に
お
い
て

　
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
第
一
に
「
唯
一
の
王
話
諸
ω
o
冒
ω
」
、
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第
二
に
議
会
の
三
身
分
（
国
王
、
元
老
院
、
代
議
院
）
の
う
ち
の
ひ
と
つ
、
第
三

　
に
こ
の
三
身
分
の
う
ち
第
二
身
分
釧
元
老
院
の
「
長
」
で
あ
る
。
第
三
の
位
相
は

　
国
王
の
枢
密
機
関
と
議
会
の
未
分
離
に
よ
る
。
こ
の
た
め
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
権
は
、

　
＝
カ
で
「
議
会
の
中
の
国
王
」
で
あ
り
な
が
ら
、
他
方
で
議
会
か
ら
独
立
し
、
よ

　
り
上
位
に
立
つ
人
格
で
も
あ
る
と
い
う
特
異
な
性
格
を
有
し
て
い
た
。
○
護
《
σ
㌣

　
毛
ω
H
F
愚
●
鼠
計
ω
．
り
7
㊤
b
。
．

⑮
奪
ミ
b
「
δ
〒
δ
b
。
“

⑯
。
剛
こ
。
銀
9
駐
N
。
壽
5
象
N
§
ミ
斜
㌧
駐
ぎ
画
、
亀
憾
ミ
ご
、
き
9
乏
碧
。
・
N
婁
2

　
一
8
㊤
、
ω
．
一
〇
朝
占
O
Q
。
も
頃
■
潤
U
o
ヨ
三
8
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◎
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⑱
　
寓
p
o
冴
N
o
≦
ω
ぼ
℃
愚
．
9
計
。
。
・
δ
伊
グ
ジ
ボ
フ
ス
キ
は
執
行
派
と
の
提
携
後
も

　
王
権
は
一
貫
し
て
強
化
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
　
O
縄
墨
9
＜
ω
罫
愚
’
職
計
。
。
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卜
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①
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⑲
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の
う
ち
二
五
〇
〇
1
二

　
六
〇
〇
教
区
が
付
属
学
狡
を
持
ち
、
平
均
す
る
と
約
一
三
二
〇
人
に
一
校
の
割
合

　
と
な
る
。
≦
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．
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ブ
リ
チ
睦
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
研
究
者
の
申
で
は
B
・
コ
ス
マ
ノ
ー
ヴ
ァ
が
読

　
者
層
と
の
関
連
で
識
学
率
に
注
目
し
て
い
る
が
、
「
学
校
論
」
と
特
に
結
び
つ
け
て

　
は
論
じ
て
い
な
い
。
際
。
ω
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⑳
　
も
っ
と
も
、
貴
族
叙
任
だ
け
で
は
そ
の
地
位
は
依
然
と
し
て
不
安
定
で
あ
り
、

　
そ
れ
が
土
地
所
有
に
よ
っ
て
裏
付
ら
れ
、
近
隣
の
貴
族
社
会
の
容
認
を
伴
う
こ
と

　
に
よ
っ
て
初
め
て
社
会
的
位
置
付
け
が
確
定
し
た
。
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ラ
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へ
の
書
簡
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末
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の
シ
ュ
ラ
フ
タ
へ
の
呼
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か
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。
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お
わ
り
に
一
「
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
共
和
国
」
と
「
全
身
分
の
共
和
国
」
i

　
「
彼
の
『
改
革
論
』
は
政
治
的
で
あ
る
よ
り
は
、
は
る
か
に
社
会
的
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
彼
の
著
作
の
特
質
で
あ
る
と
同
時
に
欠
陥
で
も

あ
る
」
と
い
う
銑
・
タ
ル
ノ
フ
ス
キ
の
綜
覧
は
、
一
面
で
真
理
を
衝
い
て
い
る
。
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
支
配
体
制
を
政
治
的
に
打
破
す
る
道
は
お
そ

ら
く
二
つ
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
国
王
に
絶
対
的
な
主
権
を
認
め
る
道
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
議
会
の
代
表
権
を
非
シ
ュ
ラ
フ
タ
身
分
に
開
放

す
る
道
で
あ
る
。
ブ
リ
チ
”
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
は
い
ず
れ
の
道
も
採
ら
な
か
っ
た
。
彼
の
改
革
構
想
に
方
向
と
基
準
を
与
え
て
い
る
も
の
、
そ

れ
は
ひ
と
言
で
い
え
ば
諸
身
分
の
社
会
的
な
調
和
の
原
理
で
あ
る
。
諸
身
分
が
そ
の
各
々
の
社
会
的
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
て
こ
そ
、
全
体
の

有
機
的
調
和
は
保
た
れ
る
。
「
確
か
に
国
家
は
シ
ュ
ラ
フ
タ
だ
け
に
よ
っ
て
は
繁
栄
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ぼ
、
も
し
耕
す
者
が

い
な
け
れ
ば
、
誰
が
我
々
や
多
く
の
家
畜
に
食
糧
を
も
た
ら
す
の
か
。
も
し
職
人
が
い
な
け
れ
ば
、
誰
が
様
々
な
衣
服
を
も
た
ら
す
の
か
。
も

し
商
人
が
い
な
け
れ
ば
、
誰
が
必
要
な
も
の
を
運
ん
で
く
る
の
か
。
要
す
る
に
、
も
し
平
民
が
い
な
け
れ
ば
、
誰
が
シ
ュ
ラ
フ
タ
で
あ
ろ
う

か
」
（
岡
一
。
。
ω
）
。
こ
の
よ
う
な
社
会
の
把
握
そ
れ
自
体
に
理
論
的
革
新
性
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
西
欧
の
政
治
思
想
史
の
基
準
に

照
ら
し
て
ブ
リ
チ
ー
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
思
想
の
先
進
・
後
進
の
度
合
い
を
測
定
し
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
彼
の
国
家
改
革
論
に
し
か
る
べ
き
歴

史
的
定
位
を
与
え
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
思
想
家
が
社
会
経
済
史
的
に
も
政
治
文
化
史
的
に
も
西
欧
諸
国
と
は
異
な
っ
た
歴
史
的

土
壌
の
も
と
で
国
家
の
統
合
力
と
凝
集
性
を
高
め
る
た
め
の
具
体
的
方
策
を
探
し
求
め
て
い
た
こ
と
を
、
我
々
は
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

む
し
ろ
問
題
は
、
上
述
の
如
き
社
会
観
の
強
調
が
時
代
状
況
の
中
で
帯
び
る
意
味
に
あ
る
。

　
K
・
グ
ジ
ボ
フ
ス
キ
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
は
「
社
会
体
9
鉱
。
招
。
ざ
。
N
冨
」
の
理
解
の
仕
方
に
二
つ
の
異
な
っ
た
傾
向

が
存
在
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
各
構
成
部
分
が
有
機
体
と
し
て
の
社
会
全
体
に
奉
仕
す
る
と
い
う
解
釈
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

は
、
特
定
の
部
分
が
全
体
に
で
は
な
く
他
の
特
定
の
部
分
に
奉
仕
す
る
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
前
者
に
お
い
て
は
国
家
は
社
会
体
と

外
縁
を
同
じ
く
し
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
に
お
い
て
は
国
家
は
社
会
体
の
一
部
分
の
占
有
物
と
化
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
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ろ
う
。
例
え
ば
、
聖
職
者
・
国
王
・
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
三
身
分
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
家
を
構
成
す
る
完
全
市
民
で
あ
り
、
商
人
・
手
工
業
者
・
農
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
三
身
分
を
完
全
市
民
に
仕
え
る
従
僕
と
み
な
し
た
ス
タ
ニ
ス
ワ
フ
・
オ
ジ
ェ
ホ
フ
ス
キ
は
後
者
に
属
す
る
。
そ
れ
は
同
時
に
「
シ
ュ
ラ
フ
タ

の
共
和
国
図
N
①
。
N
℃
。
ω
℃
。
捧
㊤
ω
N
ご
。
げ
8
吋
p
」
の
原
理
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

　
そ
れ
に
対
し
て
ブ
リ
チ
”
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
は
、
市
民
を
「
こ
の
国
で
暮
ら
し
て
お
り
、
そ
の
構
成
員
で
あ
る
す
べ
て
の
者
」
と
規
定
し

（H

aB

ﾇ
）
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
家
を
全
身
分
の
「
共
有
物
」
と
み
な
し
た
の
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
国
家
そ
の
も
の
が
貴
族
共
和
政
へ
と
収
敏
し
て
い

か
ん
と
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
上
の
分
水
嶺
の
上
に
立
っ
て
い
た
彼
は
、
そ
の
国
家
改
革
論
に
お
い
て
、
次
第
に
制
度
的
基
盤
を
確
立
し
つ
つ
あ

っ
た
現
実
の
「
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
共
和
国
」
に
対
し
て
、
「
全
身
分
の
共
和
国
」
一
大
文
字
の
切
Φ
ω
鷲
露
8
ρ
を
対
置
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
「
社
会
」
か
ら
大
き
な
ず
れ
を
見
せ
始
め
た
「
国
家
」
を
、
改
め
て
「
社
会
」
の
上
に
重
ね
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。

我
々
は
そ
こ
に
、
い
か
に
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
現
実
に
即
し
つ
つ
国
家
の
近
代
的
再
編
を
推
し
進
め
て
い
く
べ
き
か
と
い
う
問
い
に
対
す
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ひ
と
つ
の
模
索
の
跡
を
見
い
出
す
の
で
あ
る
。

　
確
か
に
彼
の
「
社
会
的
」
な
提
案
は
即
効
力
を
持
た
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
彼
の
国
家
論
に
忘
却
の
時
代
を
越
え
て
生
き
の
び
る
だ
け
の
射

程
を
与
え
る
も
の
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
具
体
的
な
構
想
の
背
後
に
あ
る
「
社
会
的
」
な
ま
な
ざ
し
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
「
シ
ュ

ラ
フ
タ
の
共
和
国
」
の
機
能
麻
痺
が
誰
の
眼
に
も
明
ら
か
と
な
る
一
八
世
紀
後
半
か
ら
、
再
び
人
び
と
は
こ
の
思
想
家
の
声
に
熱
心
に
耳
を
傾

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

け
始
め
る
の
で
あ
る
。

①
　
8
p
簑
。
宅
ω
比
い
。
》
職
計
ρ
一
一
〇

②
　
Ω
要
望
び
9
く
ω
賦
㌧
魯
・
職
燃
．
、
ω
・
心
①
ム
メ

③
ω
」
O
這
。
。
ぎ
毛
ω
鷺
、
㌧
ミ
画
§
蕊
ミ
q
§
ぎ
轟
㌔
ミ
ミ
長
戸
2
ミ
漆
無
ミ
蝋
画
鳶
象
。
－

　
帯
N
携
ミ
遣
暮
憾
。
蔑
ミ
隷
さ
恩
帖
動
ミ
§
ミ
犠
織
9
ミ
特
も
憩
。
ミ
魂
。
（
嵩
①
⑦
）
㌔
毛
…
団
8

　
、
ミ
§
黛
娠
ミ
憾
。
肋
ミ
＆
」
ミ
ご
賊
ミ
＆
画
§
黛
笥
憩
。
、
鶏
ミ
ミ
閑
ミ
ミ
無
燈
静
唱
。
匹
器
9

　
野
ω
N
8
ロ
。
置
①
σ
q
ρ
と
く
母
。
。
N
婁
く
2
一
り
『
G
。
ヤ
。
。
．
b
o
鳶
・

④
　
但
し
、
本
稿
は
こ
の
模
索
の
意
義
を
全
体
と
し
て
評
価
す
る
に
は
な
お
不
十
分

　
な
点
を
多
々
残
し
て
い
る
。
残
さ
れ
た
課
題
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
る
。
第
一

　
に
、
ブ
リ
チ
開
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
患
家
論
の
全
体
像
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、

　
本
稿
で
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
重
要
な
領
域
一
教
会
改
革
論

　
と
「
戦
争
論
」
に
お
け
る
国
際
闘
係
論
1
の
検
討
が
不
可
欠
で
あ
る
。
第
二
に
、

　
批
判
の
紺
象
と
な
っ
た
「
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
共
和
国
」
の
社
会
構
造
と
、
シ
ェ
ラ
フ

141 （607）



　
タ
の
支
配
体
制
を
正
当
化
す
る
政
治
理
念
と
の
解
明
が
、
更
に
具
体
的
に
な
さ
れ

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
日
を
期
し
た
い
。

⑤
前
掲
拙
稿
、
四
一
頁
参
照
。
こ
の
点
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
身
分
制
社
会
か
ら
の

　
脱
却
は
、
す
べ
て
の
者
が
民
衆
と
な
る
こ
と
で
平
等
と
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
と
異
な

　
り
、
す
べ
て
の
者
を
シ
ュ
ラ
フ
タ
と
す
る
こ
と
で
す
べ
て
の
者
を
平
等
化
し
よ
う

　
と
す
る
方
向
性
を
持
っ
て
い
た
と
す
る
井
内
敏
夫
氏
の
指
摘
は
示
唆
的
で
あ
る
。

　
一
七
九
一
年
の
「
四
月
都
市
法
」
は
、
身
分
制
そ
の
も
の
は
廃
棄
せ
ず
に
、
シ
ュ

　
ラ
フ
タ
身
分
を
開
か
れ
た
身
分
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
社
会
秩
序
の
身
分
的

固
定
性
を
法
的
に
解
消
し
よ
う
と
し
た
。
井
内
敏
夫
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
四
年
議
会
と

社
会
の
近
代
化
－
一
七
九
一
年
都
市
法
を
中
心
と
し
て
一
」
『
歴
史
評
論
』

四
一
二
（
一
九
八
四
・
八
）
、
八
七
一
一
〇
八
頁
参
照
。
こ
の
時
点
で
プ
リ
チ
”

モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
著
作
が
ど
の
程
度
人
口
に
謄
叛
し
て
い
た
か
は
、
な
お
慎
重

な
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
彼
の
改
革
構
想
の
基
本
的
方
向
は
、

二
世
紀
余
り
を
経
て
こ
こ
に
そ
の
正
当
性
を
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
い
え
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
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installations　such　as　rampart　or．　mbat．　The　household．of．　the　nobles　had

　　　　　　　　　　　　　　　　　　hO．t　COme．　t6　maturlty　yet．

　　Householders，　masters　of　oikos，．were玉eader　of　the　local　community

and　had　a　certain　privilege　in　it．　Their　leadership　depended　funda・

mentally　upon　the　economic　and　military　power　of　the　household．　On

the　other　hand，　househo圭ders　looked　for　the　government　posts　and　court

titles　so　as　to　ma1（e　their　unstable　oikos　firm．　They　also　eRtered　into

personal　relations　with　the　local　governors．　Oikos　of　the　llth　century

could　not　be　an　autollomous　small　cosmos．

　　In　the　l　lth　century　there　arose　rebellions　of　the　provincial　leading

aristocrats　over　and　over　again，　in　which　many　householders　took：part

in　order　to　win　what　they　asked　the　emperor　and　government　for．　On

the　one　hand　they　a童med　at　the　autonomy　of　their　oikos　and　tried　to

reject　the　interference　of　the　emperor　or　government．　On　the　other

hand　they　looked　for　a　government　post．　These　two　pattems　of　their

behaviour　and　mentality，　which　were　contradict沁g　each　other，　were

brought　about　by　the　pecularity　of　their　oikos．　And　at　the　same　time

they　exerted　great　inHuence　upon　the　political　history　and　the　image　of

the　emperor　in　those　days．

Project　reformy　Rzeczypospolitej　Andrzeja

　　　　　　　　　　Frycza　Modrzewskiego

Satoshi　Koyama

　　Andrzej　Frycz　Modrzewsl〈i，　humanista　polski　w　XVI　w．，　w　swoich

dzielach　polkycznych　srogo　zganil　ksztaltujac4　sie　Rzeczpospolit4　szla－

checka．　Jednak　co　do　charakteru　tej　krytyki　nie　wszyscy　badacze　zga－

dzali　sie．　Z　tego　wzgledu　skupiaj4c　uwage　na－jego　ocenie　szlachty，　autor

analizowa・1　jego　idee　pafistwa，　rozwa2aja．　c　krytyke　szlachty　we　wczesnych

mowach　i　program　reformy　prawodawstwa　w　Commentariorum　de　Re－

Publica　emendanda．　Nastepnie　zbadal　jal〈　pozycja　szlachty　w　jego　planie

reformy　byla　zwi4zana　ze　spolecznq　rzeczywistoscia　Polski　w　tamtym

czasie．　Z　tego　wynika，　2e　Frycz　Modrzewski，　zmierzac　do　integracji

pafistwa　i　odbudowy　ltarmonii　spolecznej　miedzy　stanami，　kt6ra　cierpiala
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z　wynoszenia　sie　szlachty，　dqZyl　do　wprowadzenia　do　systemu　pafistwo－

wego　dziedzin　spolecznych，　takich　jak　szkolnictwa　albo　handelu，　kt6rych

szlachta　jeszcze　monopolistycznie　nie　kontrolowala．
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